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昭和 48年度 日野市国民j健康保険特別会計予算

昭和 48年度目野市の国民健康保険特別会計の予算は、次 K定めるととろ K

よる 。

(歳入歳出予算)

第 1 条 歳入歳出予算の総額は、、歳 λ 歳 t~ それぞれ 4 9 2， 6 1 9千円と定

める。

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分 ζ との金額は、「第 1表

歳入歳出予算 J(rC よる。

(，-時借入金〉

第 2 条 地方自治法第 23 5条の 3，第 2項の規定 K よ る 一 時 借 入 金 の 最 高

額は 20， 0 0 0千円と定める。

(歳出予算の流用〉

第 5 条 地方自治法第 220条第 ε項ただし書の規定 K よ D、歳出予算の

各項の経費の金額を流用するととができる場合は、次のと卦 Dと

定める。

( 1) 保険給付費の各項 K計上された予 算額 K過 不足を生じた 場 合

K幸子ける款内でのとれらの経費の各項の間の流用。

昭 和 4B年3 月 8日 提出

日:野市・長 古 谷 策

守、

、、
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第 1表歳入歳出予算

歳入

款
駒

項

国民健康保険税

国民健康保険税

2. 国庫支出金

国庫負 担金

2. 国庫補助金

3. 都 支 出 金

都 補 助 金

4. 繰 入 金

他会計繰入金

5. 繰 越 t金

繰 越 金

6. 諸 収 入

延滞金 及び過料

2. 預 主人立 来リ 子

3. 雑 入

歳 入 ぷロ~ 計

歳 出

款 項

総 務 費

総務管理費

2. 徴 税 費

2. 保険給 付 費

療 養 諸 費

2. 助 産 費

3. 葬 祭 費

4. 育児 手当金

3. 保健施 設 費

保健施設費

4. o 債 費

o、 債 費

5. 諸 支 出 金

償還金及び還付金

ふ. 予 備 費

予 備 費

歳 出 合 言十

ーも一

金 額

15 7， 971平円

15 7， 971  

2 7 0， 6 3 2 

2'， 6 7， 234  

3， 3 9 8 

2 0， 7 2 9 

2 0， 7 2 9 

3 6， 8 7 3 

3 6， 8 7 3 

2， 0 0 0 

2， 0 0 0 

4， 4 1 4 

1 5 1 

1， 0 0 0 

3， 2 6 3 

4 9 2， 6 1 9 

金 額

3 5， 4 2 7平内

2 8， 0 3 5 

ス392

4 5 2， 3 4 6 

~ 4 4， 8 7 9 

5， 4 1 0 

9 7 5 

1， 0 8 2 

2， 7 9 2 

2， 7 9 2 

5 4 

5 4 

1. 0 0 0 

1， 0 0 0 

1. 0 0 0 

1， 0 0 0 

4 9 2， 6 1 <}I 

、，

屯ー

、

昭 相 48年度

国民健康保険特別会計

予 算 に 関 す る 説 明 書
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歳入歳出予算事項別明細書
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1. 総括

歳入

款

国民健康保険税

2. 国庫支出金

3. 都 支 出 金

'4. 繰 入 金

5. 繰 : 越 金

6. 諸 収 入

歳 入合 計

歳出

本年度
款

-予算額

1.総務費 35.4 2 7 

2.保険給付費 452，346 

3.保健施設費 2，792 

4.公'債 費 54 

5.諸支出金 1， 000 

6.予備 費 1， 000 

本年度予算額

1 5ス971

270，632 

20，729 

36，873 

2，000 

4，41 4 

492，61 9 
.-/ 

前年度

予算額
比較

24，4 3 7 1 0，990 

36引534 82，81 2 

、 2;5D.4 288 

54 。
550 450 

696 304 

歳出合計 492，61 9 I 39ス775 94，844 

‘. 

， ， 

-11-

(単位千円〉

前年度予算額 比 較

1 23，024 34，947 

225.004 45.628 

1 8，364 2，365 

2呪229 ス644

1，000 1，000 

1，1 54 3，260 

397，775 94，844 

(単位千円)

本年度の財源内訳

特定財源
一般財源

国都支出金 地方債 その他

2ス775 。 。ス6521
263，1 07 o I 36，873 1 52，366 

479 。 。
() 。 。 54 。 。 。1， 0001 。 。 。1， 0001 

291，361 o 136，873 1 64，3851 



2. 歳入
(款) 1. 国民健康保険税

(項) 1. 国民健康保険税

目 本年度
。 r

千円

t国民健康保険税 1 5ス971

. . 

、， 

..... 

計 1 5スヲ71

(款) 2 国庫支出金

(項) 1. 国庫負担金

日 本年度. 

1.事務費負担金 1 4，1千3円5 

九

2.療養給付費負担金 253.099 

.ド

言十 26ス234
1--. 

(款) 2. 国庫支出金

(項) 2 国庫補助金

前年度

千円

1 23，024 

1 23.024 

前年度

1 1，6千1円6 

20引670

221.286 

目 本年度 | 前年度

千円 千円

1.保健婦補助金 263 263 

-12-

比較
節

区 分 金額

千円 千円

34，947 1.現年度分 1 50.64.4 

， 

2.滞 納繰 越介 ス327

t 

34.947 ---一一-____--------

事ケー
比較

区 分 金額

2.5千1円9 .1.現年度、分 1 4.1千5円4 

2過年度分

43，4 29 . 1.現年度分 253.098 

.， ， 

2.過年度分

45，948 ---------------

比較
節

区 分 金額

千円 千円。1.保健婦補助金 263 

イ?三 説 明

千円
守、

① 1人当り調定見込額-
• > 

6，880円

② 年間平均被保険者数 23，800人

③ 調定見込額①×② r 1 63，744 

④収納率 . ‘ 92% 
， 収納見込額③×④ 1 50.644 

・一、-・4ー"・、，、. 
① 調定見込額

」

11，273 
‘、

②収納率 : 65<)ら

収納見込額①×② ス327

(款国民健康保険税)

ーー-一-一 . 
咽h 説 1

， 
・4向.ー -一一.'. .. ーー .ョーャ

* 法第 69条K係る負担金を計上
千円

① 被保険者1人当り .. 一句、 606円

② 年間平均被保険者数 、 23.800人
， 

予算計上額①×②X 9. .8..ro 色ー-ー・ 1 4.1 34 ， 

4 7年度精算分

交法第 70条K係る負担金を計上
. 
ー. ① 補助対象給付費 632，7 4 5 

②交付 率
• ， . .閥、 40 

・、、 ー・ 1 00 

予算計上額①×② 253.098 

4 7年度精算分

(款国庫支出金)

説 明

千円

① 1人当り設置基準額 789 

②保健婦数 1人

(款国庫支出金)
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(項) 2. 国庫補助金
. 

目 本年度 前年度 比 較
節

説 明
区 分 金額

千円 千円 千円 千円 千円

③交付率 5 

予算計上額①×②×⑤ 263 
2.助産費補助金 1.803 1，61 3 190 1.助産 費補助金 1.803 ① 1件当りの基準額 1 0 

② 支給見込件数 541件

③交付率
ろ

予算計上額①×②×⑤ 1.803 
3.調 整交 付金 1，332 1.842 ζご〉 51 0 1.調 整交 付金 1，332 安保険税軽減費交付金

' ① 1 5万円以下
'‘ 

均 等割 480円× 800人 384 

平 等割 840円× 400世帯 336 

ー ② 1 5万円らL上

均等割 320円x1， 3 0 0人 41 6 

平等割 560円× 3 5 0世帯 1 96 

予算計上額①+② 1，332 
言十 3，398 3，71 8 ζご注 320 一一一一一一-ー ど------- (款国庫支出金 )

(款) 3. 都 支出金

(項) 1 都補助金

目 本年度' 前年度 比較
節

説 明
区 分 金額

千円 千円 千円 千円 千円
1.事務費補助金 8，901 ① 被保険者1人当り 374円 2 ス656 1.245 1.事務費補 助金 8，901 

② 年間平均被保険者数 23，800人

予算計上額①×② 8，901 
2.給付費補助金 4，873 4，300 573 1給付 費補助金 4，873 助産費補助金

① 1件当り補助金 5.333円

② 支給見込件数 541件
， 

A交付額①×② 2，885 

葬祭費補助金

① 1件当り補助金 5 

② 支給見込件数 1 95件

B交付額①×② 、 585 

育児手当金

① 1件当り補助金 2 

② 支給見込件数 541件
J C交付額①×② 1，082 

-14- -15- (款都支出金 )



(項) t 都補助金

節
" . 

自 本年度 前年度 比較 説 、 ー、 明
区 分 金額

』・.

千円 千円 千円 千円
結核予防法等適用者 10割給付補助金

千円

D補助対象見込額 321 

予算計上額 A+B十 C+D 4，873 

3保補健婦助設置金費 21 6 21 6 。1.保補健婦設置費 21 6 ① 1人当り設置基準額 648 
助金

② 保 健 婦数 1人

⑤交付 率
5 

・h

予算計上額①×②、×③ 216 

4伴増老人う保補医険療助者助成負担金K 
3，332 2，91 9 41 3 

1 老人医増う療保補険助助成者金
3，332 古老人医療助成補助金を計上 3，332 

負K伴担

、，

. 

5.調整補助金 ろ，4日 7 3，273 1 34 1.調整補助金 3，4 0 7 大調整補助金を計上 3，4 0 7 

計 20.7 2 9 1 8，364 2，365 一一一一一戸一
__;..----

」ーー・・

(款都支出金)

(款) 4 繰 入 金

(項) 1. 他会計繰入金

節
f 

" 

目 本年度 前年度 比較 w 説 '_' 明
、 区 分 金額

千円 千円 千円 千円
ゐ"、 ， 

千円

I 1.一般会計繰入金 3.6，873 2呪229 ス644 1.一般会計繰入金 36，873 合一般会計より繰入金を計よ
-

繰 f 入金 . 36，873 

員十 36，873 2呪229 ス644 一一一----- ------ (款繰入金)

(款) 5.繰 越金

(項 ) 繰 越金 、.

節
目 本年度 前年度 比較 説 明

区 分 金額

千円 千円 千円 千円 千円

1繰 越 金 2，0，00 1， 000 1， 000 1前年度繰越金 2，000 会前年度繰越金を計上

繰越金 2，000 

言十 2，000 1，000 1， 000 一一一ー一一-戸戸戸戸F

-------- (款繰越金)

(認:) 6 諸攻 入

(ー項)• 1 延滞金及び過料

目 本年度 前年度 較トし
F

節 | 説

金及び加算金を計上;1延滞金 l

区 分

千円

1 50 nu 

田川千

-1弘一 -17一



(項) 1. 延滞金及び過料

節
目 本年度 前年度 比較 :

区 介 金額

千円 千円 千円。
1.過 料

千円

料2.過
， ー‘

---------ぺ言十 1 51 1 51 。

(款) 6. 諸収入

(項) 2. 預金利子

本年度 前年度 比較
節

目
区 分 金額

キ円. 千円- 千円 千円

1預金利子 1，000 500 500 1預金利 子 1，000 

言十 1，0.0.0 500 500 --------______--- I 

(款) 6 諸収入

(項) 3. 雑入

目 本年度 前年度 比較
節

区 分 金額

千円 千円 千円 千円

1返 納 金 3，000 350 2，650 1.返 納 金 3，000 

2第三者納付金 262 1 50 ~ 1 2 1.第三者納付金 262 

3.雑 入 。1.雑 入

滞納処分費 。 2 6 2 

言十 3，263 503 2，7 6 0 ___--------
----------

-18-

工ド
つ

説 明

過 料

科 目存 置

千円

(款諸収入)

説 明

千円

女預金利子を計上

預金利子 1，000 

(款 諸収入)

説 明

千円

会不当利得返納金 3，000 

台第三者納付金 262 

大雑 入

廃 自

(款諸収入)

/ 
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出歳A、、J.

本年度の財源

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源
一一一

国益支出金 地方債 その

千円 千円 千円 千円 千円

1一般管理費 26.975 1ス330 引645 23.036 。
、 ， 

. 

" 

， 

-ー司ーーーー-一-ー山-・・ーー-司ー--....-トー一一一ーーー

千円

引925

1.082 

明

1 1，048 

409 

139 

50 

377 

197 

3.700 

5 

6 

37 

1 02 

37 

30 

1 75 

1 72 

説

台国保事業一般事務K要する諸経費を計上

0給料

一般職給料

。職員手当等

o共済費

職員共済組合負担金他

。賃金

被保険者証更新事務補助

o旅 費

普通旅費

特別旅費

o交 際費

保険者交際費

o需用費

消耗品費

食糧費

印刷j製本費

o役 務費

通信運搬費

郵使料

。委託料

診療報酬請求明細書処理委託料

。使用料及び賃借料

自動車借上料

。備品購入費

庁用備品

。負担金、補助及び交付金

関東甲信静地区都市国保協議会負担金

2 

1 0人

3，700 

区 分 1 金額

i 千円

料 I 1 1，048 

3 I 2豆十互21
4共済費上

50 

37 

1 39 

377 

節

費

1 4使用料及び賃借料

費

一

助

金

入

一

補

付

一
購
一
金
交

一

品

一

担

び

一明

一
時
及

費

費1 O.交際

用

1 2役務

2.給

呪旅

1 1.需

総務 費

総務管理費

(款 )

(項)

、

都市国保協議会負担金 、 5 

多摩支部事務研究会負担金 1 5 

第 20回関東甲信静地区都市国保事務研究会負担金 l

1 5 I 

(款総務質 )

-21--20-



(項) 1. 総務管理費

度の財源τ「
自 本年度 前年度 比較 特定財源

国都支出金 地方債 その他

節
、

説 明
区 分 金額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

2.運営協議会費 296 1 931 1 03 。 。 。 296 
t 

千円 千円

1.報 酬 1 35 大国保運営協議会K要する経費を計上

‘ 
. 

t 
。報 IDft 1 35 

: 国保運営協議会委員報酬

‘ 4 ・ 虫旅 費 1 09 。旅 費 1 09 
' 、 、・

費用弁償
， 

1 
. 

1 1.需 用 費 30 o需用費 30 
、 唱、、 、、、 消耗品 費 5 

ぐ、・、 、
j， '.，・!‘・'.l(I

，、ι掴
t 食 糧費 25 

•. 1; '! 1 4使用料及び賃借料 5 。使用料及び賃借料 5 . 
' 

ι 、
.‘ 

ト
自動車借上料

1 

可"

1虫負担金〆プて、、補助 1 7 。負担金、補助及び交付金 1 7 
及び 付金

多摩支部国保運営協議会会長会負担金

¥. 5 

南支部国保運営協議会負担金 2 

都市国保運営協議会連絡会負担金 1 0 
5趣旨普及費 341 290 51 。 。 。 341 

'. ‘ 8.報 償 費 335 大 趣旨普及K要する諸経費を言十上

-h 。報償費 335 
、、

健康家庭記念品 300 

高令者記念品 35 

1 1.需 用 費 6 。需用費 6 
， 消耗品費 2 

印刷製本費 4 
4連絡会負担金 423 369 54 日 。 。 423 

‘、，

1呪負担金ノプ止て、、 補 助 423 。負担金、 補助及び交付金 423 
及び 付金

被保険者 1人当り

1 7円 77銭 x2 3，8 0 0人
計 28，035 1 8，1 82 呪853 23，036 。 4，999 |一一一一一一一!--------

(款総務費)
(款 ) 1 総 務費

(項y 2 徴税費

本年度の財源内訳
節

目 本年度 前年度 比較 特 定 財 海、
一般財源、

醸成出金 地方債 |その他
説 明

区 分 金額

一千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.徴 税費 6，088 5.4 21 667 4.739 。 。 1.349 
千円 千円

安保険税賦課徴収K要する経費を計上

1 1.需 用 費 361 o需用費 361 

消耗品費 38 --
(款総務費 )
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〈項) 2. 徴 税 費
ー一

_， 

本年度の財源内訳 節
、

町
目 本年度 前年度 比較 特 ー定 財 源、

一赦財源
‘、 、 説 明

その他
区 分 金額

園都支出金 地方債

千四 千円 千円 千円 千円 千円 ， "千円 千円

" 燃 料費 48 

印刷製本費 265 
{ 、

修繕料 1 0 、 . 
" !‘ 

1 2.役 務 ー費 1，278 o役務 費 a 
， 、. ー一・， 、 、，

‘ 通信運搬費
、

.， 1，260 

郵便料
司

~ 
rι 手数料 1 0 

送金握替手数料

‘ 
忌，・• 、‘r中‘川， 自動車損害保険料 8 

13.委 託 料 今，斗 29 。委託 料

国保税計算事務委託料
‘. 

1 8.備品購 入 費 20 o備品購入費I f 

470十7
庁用備品

ト一一-

1，3.0 4 834 。 。 1，304 1虫負担金〆-rて、、補助 1，304 。負担金、補助及び交付金
及び 付金

納税組合補助金

4 7年度取扱額
4 

3 2，5 8 7 x 1 O 0 
一 一一トー

一一一一一一一一一 ______-ス392 6，255 1，1 37 4，739 。 。 2.653 

千円

1.278 

4，4 29 

20 

1， 30'4 

(歎総務費〉

P 

節 .・・、

説 明
区 分 金額 -・

千円 千円. 
1呪負担金交、付補 助 441，521 合療養給付費保険者負担分を計上

及び 金
0負担金、補助及び交付金 441， 521 

年間医療費見込額
ι巴

630，744 
. 

給付割合
7 

‘ -・ー 1 0 
1.町、 . 

保険者負担分 ‘ 441，521 
} 

1 9.負担金、'補助 2，002 o負担金、 補助及び交付金 2，002 
及び交付金

. 
" 

療養費保険者負担分

2，859 x 1~之0 2.002 . 

ー
I 1 3委 託 料 1，356 o委託料 1，356 

ー

2
6
a

A
1
1
 

捜

費

一

度

判

い

は

z

i

帽

i

!

'
i
・

;

'

絵

日

一

未

川

ソ
南
同
〆

『

ヨ

J
-

d

T

ゆ

俣

痩

一

一

島

一

一

費

2

1
一

一

-
付

一

目

一

給

、J1
j

一

一

世

田

陣

款

項

一

一

一
僚

r
k
f
k
一

一

1

開

-

開

「

l
i
l
i
-
-
l
I
T
-
-

前年度

本年度の財源内訳

特定財源ー|

国都支出金 |地方債 ~'O)1ili I一般財源

千円一| “ 千円 I 千円

o I 3 6，8 7 3 I 1 4 8，6 9 6 

I 2療養費 2，002 n
u
 

n
u
 

n
O
 

7
/
 

A
斗

Q
U
 

1， 1 55 。 。 1，202 

にきすも 1556 i 908 。。 。 1，356 
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(款 保険給付費)



(項 )

(款)

(項)

目

計

2. 

2 

呂

療養諸費

本年度

千円

444.879 

保険給付費

助産費

本年度

千円

1.助産費 5.41 0 

(款)

(項)

言十

目

2. 

3. 

1.葬 祭費

(款)

(項)

言十

目

2. 

4. 

5，41 0 i 

保険給付費

葬祭費

本年度

千円

975 

975 

保険給付費

育児手当金

本年度

千円

1.育児手当金 1.082 

計 1.082 

前年度 比較 特

園都支出金

千円 千円 千円

362，926 81， 953 256，752 

一
前年度 比較 特

国都支出金

千円 千円 千円

4，840 570 4，688 

4，840 570 4，688 

前年度 比較 特

国都支出金

千円 千円 千四

800 1 75 585 

800 1 75 585 

前年度 比較 特

園都支出金

千円 千円 千円

968 11 4 1，082 

968 1 1 4 1.082 

-26-

本年度の財源内訳

定 財 源、
一世財源

地方債 その他

千円 千円 千円

。36，8.7 3 1 51，254 

本年度の財源内訳

定 財源

地方債 、その他
一般財源

千円 千円 千円。 。 722 

。 。 722 

本 年 度 の 財 源 内 訳

定 財 源
一般財源

地方債 その他

千四 千円 千円。 。 390 

。 。 390 

本年度の財源内訳

定 財 源
一般財源

地方債 その他

千円 千円 千円 ‘。 。 。
。 。 。

区 介
目、l

1_-- ・a

ー

区 分

1呪負担金交、付補助
及び 金

一一一一一-

区 介

1 9.負担金交、付補助
及び 金

J 一一一一一一ーーー-

区 分

1虫及負担び金交、付補金助

一一一一一一一ー

節

節

節

金額

千円

金額

千円

5.41 0 

---------

金額

千円

975 

_____----

節

金額

千円

1， 082 

_________-

説

説

審査手数料

5円45銭X13呪000件

支払手数料

4円30銭X139，000件

、

。負担金、 補助及び交付金

助産費 10X541件

説

o負担金、補助及び交付金

葬 祭費 5 X 1 95件

説

。負担金、補助及び交付金

育児手当金 2 X 541件

-27-

明

千円

758 

保険給付費)

明

千円

5.41 0 

(款 保険給付費)

明

千円

975 

(款 保険給付費)

「
明

千円

1.082 

(款 保険給付費)



(款) 3. 保健施設費

(項) 1. 保健施設費
r-

本 年 度 の 財ー源内訳 - ・、 節

目 本年度 前年度 比較 特 定 財 源 説 明

国都支出金 地方債 その他
一般財源 区 F 分 金額

トー一一一一ーー
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

， ， 
千円 千円

f 

1保健婦設置費 2，7 5 9 2，4 76 283 479 。 。 2，280 '2給 料 1，505 合保健婦設置K要する諸経費を計上

。給 料 1，505 

医療職給料 1人

・ ‘" 3.職員手当等 1，070 。職員手当等 1，070 
‘'‘ E 

4.共 済 費 147 。共済費 147 

職員共済組合負担金他

9.掠
i・ 唱

費 30 。旅 費 30 

匂. 普 通旅費

-¥: ・

1虫負担金〆ヲ&で、、補助
‘・ 7 o負担金、補助及び交付金 7 

1 

.、 、 及び 付金 保健婦研究会負担金 2 
. 

多摩文部保健婦部会負担金 5 

2保健衛生諸費 :$ 5 28 5 。 。 。 33 
r 

1 1.需 用 費 22 安保健指導K要する諸経費を計上， 

o需用費 22 
'邑

消 耗品費 1 2 

消耗文具費 5 

. 消耗器材費 4 

被服費 5 

印刷製本費 1 0 
J 

1 2.役 務 費 5 。 役 務 費 5 

通信運搬費f 

郵便 料

1 8.備品購入費 6 0備品購入費 6 

訪問用カバン . 
ιーー 』ー 十一ー一一

言十 2，792 2，504 288 479 。 。 2，31 3 ---同-------戸♂ーーー一一一-
(款保健施設費 )

(款 ) 4. 公 債費

(項) 1. 公債 費

本年 度 の 財 源 内 訳 節

自 本年度 前年度 比較 特 定 財 源、 説
一般財源 区

国都支出金 地方債 その他
分 金額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 ニf刊
1.利 子 54 54 。 。 。 。 54 23.償及 還び金割、引利料子 54 。償還金、刺子及び動引料 54 

一時借入金刺子

計 54 54 。 。 。 。 54 ~~ーー一一一-ーーーーーー- _____---J 

(款公債費 )

Q
U
 

門

Jι
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(款 ) 5. 諸 支出金

(項) 1. 償還金及び還付金

目 本年度

千円

1.償還金、利子 1，000 
及び還付金

言十 1.000 

(款 ) 6 予 備費

(項) 1. 予備費

目 本年度

1.予備費 1，0千0円0 

計 1.000 

前年度

千円

550 

550 

前年度

6千9円6 

696 

比較 特

国都支出金

千円 千円

450 。

450 。

比 較 特

国都支出金

3千0円4 千円。
304 。

-30ー

本 年 度 の 財 源 内 訳

定 財 源、
一赦財源、

地方債 その他

千円 千円 千円。 。 1，000 

。 。 1，000 

本年度の財源内訳

定 財¥ 源、
一般財源

地方債 その他 、

千円。 千円。 千円
1.000 。 。 1.000 

蚤

‘ 
節

，1 ' 

説 明
専

区 分 金額

千円 千円

23.償遼金、利子 1.000 。償還金、利子及び動引料 1.000 

及び割引料 保険税過誤納還付金 ‘ ， 

一-r一一三二
_________- 一'ー， 

(款諸支出金)

¥ 

節

説 明
区 分 金額

千円
、

1， 0千0円0 
大予備費を計上

一一一一一一一 ------ (款 予備費 )

-31ー



給 品質与 赤面号局 三監
Eヨ

ー『

予算科目 職員数 給 与 費
共済費 合計[

款 項 特別職 一般職 報酬 給料 職員手当等 言十 、
人

1人0 
千円 千円 千円 千円 千円 千円

総務費 総管理務費
9 135 11， 048 引925 21，1 08 1，082 22，190'1 

3， 2. 
ー ・.~ . 

保施設健費 施保設健費
。 o 1 '~， : 1 ， 5 0 5 1.070 2，575 1 47 守 2，722

合 '_..，、計 J' ヲ 1 1 1 35 1 2，553 1 0，995 23，685 1，229 

トー町前年度 9 1 1 1 08 引771 8，423 1 8，302 978 19，2801 

比 較 。 。 27 2，782 2，572 5，381 251 5，6321 

y 

..、i

千円 千円

圃 ー . I ~ 一ー 扶養手当 228 通 勤 手 当 31 4 
.'，、

職員手当等の内訳
調整手当 、1，065 時間外勤務手当 344 

管理職手当 785 期末勤勉手当 ス613 
(電一 J 

1・ 特殊勤務手当 466 住居 手当 1 80 

-32-

昭和 48年度

都市計画事業特別会計予算書
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昭和4-8年度 日野市都市計画事業特別会計予算

昭和 48年度目野市の都市計画事業特別会計の予算は、次 K定めるととろ K

よる.。

(歳入歳出予 算 ); 

第 1 条 歳入歳泊予算の総額は 、 歳 入 歳出それぞれ 52 8. 1 1 7千円と定

める 。

2. ，歳 入歳出予算の 款 項 の区・分及び当 該区介 どとの金 額は、「第 1表

、歳 入 歳 出 予算 JVCよる。

(歳出 予 算 の 流 用 )

第 2 条 地方自治法第 220条第 2項ただし書の規定 KよD、歳出予算の

各項の金額を流用するととができる場合は次のとj:，-， fJと定める。

( 1) 各項 K計上した給料・職員手当等及び共済費(賃金 K係る共

済費を除.く)VC係る予算額 K過不足を生じた場合{屯孝子ける同一

款内 での、とれらの経 費 の 各 項 の 間 の 流 用 。

昭 和 4 8年 5月 8 日 提出

日野市長 古 谷 集
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第 1表歳入歳出予算

歳 入

款 項

繰 入 金

繰 入 Z 人

2. 国 庫 支出金

国 庫負 担 金

3. 繰 越 金

繰 越 金

4. 諸 収 入

諸 収 入

歳 入 合 言十

歳 出

款 項

都 市 計画費

区画整 理 管 理 費

2. 平山台区画整理費

3. 神明 上 " 
4. 四ツ谷下 " 

2. 予 備 費 、

予 備 費

歳 出 ぷロ』 言十

-.36-

f虫、
額 j

1 3 

1 3 4， 0 1 7 

7 7， 6 7 0 

77，670  

2 6 8， 0 1 0 

2 6 8， 0 1 0 

4 8， 4 2 0 

4 .8， 4 2 0 

5 2 8， 1 1 7 

金 額

4 8 ~ 1 5 9
f円

8 7， 136  

タ 2，5 3 0 

2 7 6， 7 6 8 

3 2， 7 2 5 

3 8，少 5 8 

3 8， 9 5 8 

5 2 8， 1 1 7 

昭和 4 8 年度

都市計画事業特別会計

予算に関する説明書

ーも 7ー



歳入歳出予算事項別明細書
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1. 総括

歳入

款

繰 入 金

2. 国庫支出金

3. 繰 越 金

4. 諸 収 入

歳 入 ぷに』I 言十
トーー一一ー

歳 出

本年度
款

予算額

1 都市言十画費 489，159 

2.予備費 38.958 

歳出合計 528，117 

(単位千円)

本年度予算額 前年度予算額 比 較

1 3 4，0 1 7 1 1 '3，8 2 8 2 0， 1 8 9 

7ス670 1 2、0，0 0 0 ζ三注 4 2，3 3 0 

2 6 8， 0 1 0 8 6，0 1 0 1 8 2，0 0 0 

4 8，4 2 0 1 6 4，8 9 8 ム 11 6，4 7 8 

5 2 8， 1 1 7 4 8 4， 7 3 6 4 3，3 8 1 

〈単位千円)

前年度
本年度の財源内訳

予算額
比較 特 定 財- 源

一骸財源
国都支出金 地方債 その他

460，1 93 28，9，66 7ス670 011 34，01 7 27ス472

24，543 1 4，41 5 。 。 。38，958 

484，7 3 6 43，381 I 7ス670 011 34，01 7 31 6，4 30 

-41一



2. 歳入

(款 ) 1. 繰 入 金

、

自 本年度

千円

1.一般会計繰入金 1 34，01 7 

計 1 34，01 7 

(款) 2. 国庫支出金

L項) 1. 国庫負担金

日 本年度

一 千円

1区画整理費 7ス670
国庫負担金

言十 7ス670

(款) 3. 繰越金

(項) 1.繰 越 金

自 本年度

一
千円

1.繰 越; ノ~ 268，01 0 

言十 268，01 0 

前年度 比 較

千円 千円

1 1 3，828 20，1 89 

1 1 3，828 20.1 89 

前年度 比較

千円 千円

1 20.000 ム42，330

1 20，000 ム42，330

前年度 比較

千円 千円

86，01 0 1 82，000 

86，01 0 1 82，000 

~42-

' 

節
説

‘ 
明-、

区 、 分 金 額

千円 千円 1
1.区画整理管理費 30.1 34 す 一般会計繰入金を計上
繰 入 金

0区画整理管理費繰入金一 F 30，1 34 

2.神明上区画整理 1 03，883 ， 
0神明上区画整理事業繰入金 1 03.883 

繰 入 金
. . 

-------_______----
一

〈款繰入金)

節
説 明

区 分 金額

千円
、 -千-円一一i

1.区画整理費 7ス670 女 神明上区画整理事業国産負担金を計上
国 庫 負 担 金

。神明上区画整理事業国庫負担金 ‘7ス670

一一一一一_____-----
(款国庫支出金)

賀行
説 明一司 '・

区 分 金額 .. 

千円 千円
1.区画整理管理費 5ス010 食前年度繰越金を計上 ー 、、， 

繰 越 ノ~
。区画整理管理費繰越金 5ス010 ト

2.平山台区画整理 1 20.000 。平山台区画整理事業繰越金 1 20.000 
繰 越 金

3.神明上区画整理 49，000 。神明上区画整理事業繰越金 4呪000
繰 越 金 . 

ー

4.四ツ谷下区画金整理 42，000 
繰越

。四ツ谷下区画整理事業繰越金 42，000 i 

-------- (款繰越金)
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(款) 4. 諸 収 入

(項) 1. 諸収 入

本年度

千円

4ス206

2.預 金 来リ 子 1，21 0 

5雑 入 4 

計 48，4 2 0 

前年度 比較

千円 千円

1 61，795 ム114，589 

3，1 01 乙と込 1，891 

2 2 

1 64，898 ム11 6，478 

-44-

節

区 分 金額

千円

1平山台区画整理
予納金及び
処 分 金

2.神明上区画整理 4ス205
予 納 金 及 び 、，.、+

処 分 金 -一、

t区画整理管理費 1 0 
預金利 子

2.平預山台区画整理 1.000 
金利子

3神明上金区画整理 1 00 
預 利子

4.四ッ谷下区画整子理 1 00 
預金利

1.区画整理管理費 .，.噌 2 
雑 入

2.平雑山台区画整理入

3.雑四ッ谷下区画整入理

一一一一---~ 

説 明

千円

大保留地処分金を計上

ー o平山台区画整理予納金及び処分金

、 ，

l 
o神明上区画整理予納金及び処分金 4ス205

』

ー 会預金利子を計上

。区画整理管理費預金刺子 1 0 

o平山台区画整理預金刺子 1.000 

。神明上区画整理預金刺子 1 00 

。四ツ谷下区画整理預金利子 1 00 

大雑入を計上

‘ 
0区画整理管理費雑入 2 

平山台換地清算Kよる徴収金
自

四ッ谷下換地清・算Kよる徴収金

o保留地売買K基づく不足分

。保留地売買K基づく不足分

(款諸収入)
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.】

3.歳 出

(款 ) 1. 都 市 計 画 費

(項) 1. 区画整理管理費

• 1
 

，
 

t
 

本 年 度 の財 源 内 訳 節
L 

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 輝、
一般 財源 区 分- 金 額

説 明

国都支出金 地方債 その他
トーー

千円 千円 千円 千円 千円
20.1千5円4 

千円 ー '千円 千円

1一般管理費 20.1 34 1ス684 2，4 5 0 。 。 。 2.給 料 史820 合 区画整理一世管理事務K要する経費を計上

。給 料 呪820
ー.

一般職給料 9人

3.職 員手当等 8.826 。職員手当等 8，826 

4.共 済 費 971 o共済費 971 
" 

職員共済組合負担金他

ス賃 金 0賃 金35 
k 35 

人 夫 賃

9.111<. 費 11 3 o旅 費 1 1 3 

普 通 旅 費 32 . 
月

特 別旅 費 81 
' 

1 O.交 際 費 1 50 。交際費 150 

区画整理事業K伴 う交際費

1 1.需 用 費 144 。需用費 1441 

' 消耗品費 124 

消耗文具費 1 05 

消耗器材費 1 4 

被服費 5 、
，ー ・

食 糧費 4 

1 会議賄費

印刷j製本費 1 6 

青写真焼付他. 
' 1 2.役 務 費 40 。役務費 40 

通信運搬費

郵便料

1 4.使用料及び 賃借料 20 。使用料及び賃借料 20 . 
土地借上料 1 0 

会場借上料 1 0 
t 

|18備品購 入 費 。備品購入費1 0 1 0 

調IJ量及び設計用備品
. 

1税負担金 補助 5 。負担金、補助及び交付金 5 
及 び交付金

土地区画整理ゼ ミナーノレ多加負担金

、

(主主都市計画襲)
-46-- 7
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(項) 1. 区画整理管理費

目 本年度

千円

2.平山台清算事務 57，001 

， 3.精四ー ツ谷下 1 0，001 
算事務

計 8ス136 

(款). 1. 都市計画費

(項 ) 2 平山台区画整理費

自 本年度

千円

1.総区画務整理費 8，646 

前年度 比 較 特

園都支出金

千円 千円 千円

5ス001 。 。

01 10，001 。

74，685 1 2，4 51 。

前年度 比 較 特

国都支出金

千円 千円 千円

1 4.7 05 T 6，059 。

1 

-t:¥8-

本年度の財源内訳

定 財 源
一般財源 | 

地方債 その他

千円 千円 千円。 。57，001 

。1 0，000 

。30，1 34 5ス002‘

本年度の財源内訳

定 財 源、
一般財源

地方債 その他

千円 千円 千円。 。8，646 

節

，.. 説 明
区 分 金額

千円 千円

1呪負担金Jプて、、補助 5ス001 女平山台清算K要する経費を計上
及び 付金

0負担金、補助及び交付金 5ス001

小宅地減歩緩和K伴う交付金

5ス000

換地清算Kよる交付金

1虫負担金〆プマ、、 補助 1 0，001 女 四ツ谷下清算K要する経費を計上
及び 付金

。負担金、 補助及び交付金 1 0，001 

小宅地滅歩緩和K伴う交付金

1 0，000 

換地清算Kよる交付金

一一一一一一一 ________-- 一-一一一一一
(款都市計画費)

_h 
動噌

、分 金 額
説 明

千円 千円

2.給 料 2，4 48 女平山台区画整理K要する経費を計上

。絵 料 2，4 48 

一般職給料 5人

3.職 員 手 当 等 2，078 。職員手当等 2，078 

4.共 済 費 244 。共済費 244 

職員共済組合負担金他

ス賃 金 70 o賃 f車、 70 

人夫 賃

8.報 償 費 2，000 。報償費 2，000 

三ロコし メ~、 口ロ口

9.旅 費 28 。旅 費 28 

普通旅費

1 1.需 用 費 1.300 。需用費 1， 300 

消耗品費 128 

消耗文具費 1 1 6 

消耗器材費 1 2 

燃料費 70 

{ガソリン代他

(款 都市言十時JI揖 〉
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(項) 2. 平山台区画整理費

本 年 度 の 財 源 内 訳 節

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源 説 明
般財源 区 分 金額

園都支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1 食 糧費 1，004 

会議賄費 4 

権利者接待用賄費

1， 000 

印刷製本費 50 

青写真焼付他

修繕料 48 

自動車修繕

1 2.役 務 費 440 o役務費 440 

通信運搬費

郵便料

1 4.使用料及び 賃借 料 . 1 0 0使用料及び賃借料 1 0 

自動車借上料

1 6.原 材 料 費 8 0原 材 料費 8 

溝 ふ た 他

1 8.備品購 入 費 1 8 0備品購入費 1 8 

書 庫

1呪負担 金、 補 助 。負担金、補助及び交付金
1・ 及び交付金

科 目存 置

23償還金利子及び割引料 o償還金利子及び割引料

」ー・ー一一-一ーーーー
保留地処分Kよる過納金返還金

12審 議 会 費 21 7 4 0 ~ ζ三込 1 85 。 。 。 21 7 
目

1.報 酬 1 71 公 平山台区画整理審議会及び評価員K要する経費を計よ. 
。報 醗l 1 71 

審議会委員報酬 75 

評価員報酬 96 

1 1需 用 費 46 

- を計上 46 l 

ー

食糧資
1‘ 

会 議賄費

業 費 ~ 83，667 88，84 c4ム 5，173 1 3.委 託 料 合平山台区画整理事業K要する経費1 3.事 。 。 。83，667 
' 

1 2，667 

o委託料 1 2，667 

平山台区画整理事業業務委託料
1 5工 事請 負 費 1， 000 。工事請負費 1，000 

側溝整備工事
22.補償 、補填及び 70，000 o補償、補填及び賠償金 70，000 

、 賠 {賞 金 演地補償金一 一
計 : 92，530 1 03，947 ム 11，41 7 。 。 。92，530 一ーーーー一ーーー・句-ーーーー一ー一一ーーーーーーー_.-←____-----

ー

(訟 都市計画費 )
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(款) 1.都市計画費

(項) 3. 神明上区画整理費

目 本年度

千円

1.ι可総区画務整理費 4，971 

司ー

~ Ii' 、

I ' 

前年度

千円

8，038 

'.. 、 司島 、・: i 

， 

， 

司 ・

本 年 度 の 財 源 内 訳

比 :較 : 特 定 財 源、
ι散財源、

ーー国都支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円

ム 3.067 。 。4，971 。

、‘

‘ 

、

. 

・

ー

， 

~~2-

区 分

2.給 料

3.職員 手当等

円五 済 費

ス賃 金

収旅 費

1 1.需 用 費

E 

ー

1 2.役 務 費

1 3.委 託 料

1 4.使用料及 び 賃借料

1 6.原 材 料 費

， 

1 8備品購 入 費

節

金 額
説 明

千円 千円

1，757 女 神明上区画整理忙要する経費を計上

。給 料 1.757 

一般職給料 2人

1，534 。職員手当等 1.534 

1 75 。共済費 1 75 

職員共済組合負担金他

1 75 。賃 金 1 75 

人夫 賃

44 
『

。旅 費 44 

普通旅費

1 27 。需用費 1 27 

消耗品費 83 

消耗文具費 68 

消耗器材費 5 

被服費 1 0 

食 糧費 4 

会議賄費

印刷製本費 30 

青写真焼付他

修繕料 1 0 

担1]:量器具修繕

30 。役務費 30 

通信運搬費

郵便料

200 。委託料 200 

保留地緑道草刈委託料

640 。使用料及び賃借料 640 

自動車借上料 1 0 

機械借上料 30 

土地借上料 600 

284 。原材料費 284 

敷砂利他

5 0備品購入費 5 

調IJ量及び設計用備品

(蔀; 都市計画費 )
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(項) 3. 神明上区画整理費
一

本年度の財源内訳 節 ， 

会

目 本年度 前年度 比較 特 定 財 源、 説 明
区

国都支出金 地方債 その他
一般財源 分 金額可. 

一
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 平円 千円

2.審議会費 576 377 1 99 。、 。 。 576 '百 1.報 酬 546 女 神明上区画整理審議会及び評価員K要する経費を計上

' 
、 。報 酬 546 

P 

審議会委員報酬 450 

評価員報酬 96 
、

1 1.需 用 費 30 。需 用 費 30 

食 糧費
. 

会議 賄 費

.3.事 業 費 271，221 247，933 23，288 7ス670 。98，91 2 94，639 1 3.委 託 料 60，000 女神明上区画整理事業K要する経費を計上

o委託 料 60，000 

神明上区画整理事業業務委託料
一t 1 5.工 事請 負 費 。工事請負費

， 科目 存 置

22補償、 補償填 21 1，220 。補償、補棋及び賠償金 211，220 

及び 賠 金
建 物 1 62，740 

立木工作物 35.600 

農作物 2，4 60 
. 

土 地損失 900 

電気配線・電話他 3，000 

水道本管 6，520 

i27山 8 256，348 20，420 7ス670 011 0 3，883 95.2 1 5 
一一一一 ------プ

(款都市計画費 )

(款 ) 1 都 市 計画費

(項 ) 4. mツ谷下区画整理費

~ 本 年 度 の 財源 内 訳 節. 

目 本年度 前年度 比 特定財 源 寸投財源、
説 明

!I' 
区 金 額分

国都支出金 地方債 その他
一

1 2，4千2円0!! 
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.総区画務整理費 6，301 6，1 1 9 。 。 。1 2，4"20 2給 料 3，296 女 四ツ谷下区画整理K要する経費を計上

。絵 料 ろ，296

一般職給料 4人

3.職員 手 当等 2，827 。職員手当等 2，827 

4.共 済 費 329 。共済費 329 

， 職員共済組合負担金他

ヱ賃 金 35 0賃 金 35 

人夫賃

‘， .' 

(説; 都市計画稜)
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(項〕 4 四ッ谷下区画整理費
， 

本年度の財源内訳
節

‘ 目 本年度 前年度 比較 特 定 財 源
一般財源 説 明

国都支出金 地方債 その他 区 分 金額

千円 ， 千円 千円 千円 千円 千円 千円
千円 千円

8.報 償 費 800 。報 償費 800 

記念品

呪旅 費 27 。旅 費 27 

普通旅費

1 1.需 用 費 1.1 89 。需用費 1， 1 89 

消耗品費 88 

消耗文具費 66 

消耗器材費 7 

被服費 1 5 

燃料費 99 

ガソリン他

食糧費 404 

会 議賄費 4 

権利者接待用賄費

400 

印刷製本費 563 

清算金額通知書他

243 

区画整理完成記念誌、

320 

修繕料 35 

自動車修繕

1 2.役 務 費 165 o役務費 165 

通信運搬費 1 1 0 

郵便料

保険料 55 

自動車損害保険料

1 3.委 託 料 。委託料

科目存置

1 4.使用料及び賃借料 1 0 。使用料及び賃借料 1 0 

自動車借上料

1 6.原 材 料 費 8 o原材料費 8 

側溝ふた他

1 8.備品購入費 660 。備品購入費 660 

自動車

〈款都市計画費)
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J 

、

‘ 

ツ谷下区画整理費

本年度の財源内訳 節

本年度 前年度 比較 特 定 財 源 説 明
般財源、 金額

国都文出金 地方債 その他
区 分

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円'

1虫負担金、補助 3，062 。負担金、 補助及び交付金 3，062 
及 び交付金

水道管布設負担金

23償還金、利子 o償還金、利子及び割引料
及び割引料

保留地処分Kよる過納金返還金
I ... 

、 27.公 謀 費 1 0 0公 謀費 1 0 

自動車重量税

366 257 1 09 。 。 。 366 1.報 酬 322 会 四ツ谷下区画整理審議会及び評価員に要する経費を

計上
'‘ 

。報 酬 322 

l・ 審議会委員報酬 250 

評価員報酬 72 

1 1.需 用 費 44 。需用費 44 

食糧費

会議賄費

3.事業費 1吹939 1 8，655 1， 284 。 。 。19，939 
L 

1 5.工事 請負費 9，939 女 四ッ谷下区画整理事業K要する経費を計上

。工事請負費 9，939 

目歯 舗 装 5.9ろ9
J 

水路側溝整備 2，000 

街路樹植栽 '1，000 

記念碑 1， 000 

22補償、補填及び賠償金 1 0，000 o補償、補填及び賠償金 1 0，000 

潰地補償金他

一一一一-一一戸一_.- ______-32，7 2 5 25.21 3 ス512 o. 。 。32，725 一
(款都市計画費 )

(款) 2. こる備費

(項) 弓備費

1- l前年度

本年度の財源内訳 J 節

本年度 比較 特 定 財 源、 説 明
一般財源 -、 区 分 金額

4 1国者IS支出金 地方債 その他

1 千円 I 1 4.4千1円511 
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

38，958 24，543: 1 4， 。 。 。38，958 '* 予備費を計上 38タ58

区画整理管理費 20 ， 

平山台区画整理 28，4 7 2 

神明上区画整理 1，090 

四ッ谷下区画整理 号376

計 i 38，958 2 4，5 4 3 I 1 4.4 1 5 。 。 。38，958 ー一一一一一一一 」ここ二二 ーー・

戸吾議否蚕

予備費 )(歎

。，
に
J

円

O
F
h
u
 



給 与 米出 三程:
医ヨ貨 明

( )書は対前年度比較増減

予算科目 職員数 給 与 費
言十 共済費 合計

款 項 特別職 一般職 報酬 給与 職員手当等

人 人 千円 千円 ー千円 千円 千円 千円

1.都市 1 区轄管理浬画費 0(0) 。司820 8，826 1 8，646 971 19，617 

計画費

2平区整理山画台費 1 9(0) 3 ( 1) 1 71 2，4 4 8 2，078 4，697 244 4，941 

神明上

3.整区理画費 1 9(0) 2(ム3) 546 1.757 1，534 3，837 175 
卜ー一一4一，0→一1一一2→| 

4下整四区理ッ谷画費 1 3(0) 4 ( 1) 322 3，296 2，827 6，4 4 5 329 6，774 

JロL 言十 51 1 8 h. 0 3 S) 1ス321 1 5.265 33，625 1， 71 9 35.344 I 

前 年 度 51 1 9 866 1 5.4 46 1 3，690 30.002 1，547 31.549 

比 較 。ム1 1 73 1.875 1，575 3，623 1 72 3，795 

調整手当 1， 509千円 通勤手当 61 6千円

職員手当等の内訳
扶養手当 636 時間外勤務手当 463 

管理職手当 877 期末勤勉手当 1 0.81 6 

特殊勤務手当 24 住居手当 324 
-~ 一 一一一一

-60-

昭和 4 8 年度

下水道事業特別会計予算書
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昭和 48年度 日野市下水道事業特別会計予算

昭 和 48年度日野市の下水道事業特別会計の予算は、次 K定めるととろ K よ

る。

(歳入歳出予算)

第 1 表 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 42. 8 6 9千円 と定め

る。

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分どとの金額は、「第 1表

歳入歳出予算 Jvl.よる。

昭和ι8年 5月 8日提出

日野市長 古 谷 柴
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第 1 表歳入~; 歳出予算

歳 入

款 項

使 用料 及び

使 用 料
手 数 料

2. 手 数 料

2. 繰 入 金

繰 入 金

3. 繰 越 金

1呆 越 金

4. 諸ー 収 入

預 金 不リ 子

2. 雑 入

歳 入 メELI 言十

歳 出

款 項

下 水 道 費

水 道 費

2. o 、 債 費

'司 fムxヘ 債 費

3. 予 備 費

予 備 費

歳 出 メロ:... 言十

-64-

金 額

千円

1 3， 4 7 7 

--
1 3， 4 5 6 

2 1 

2 8， 7 6 5 

2 8， 7 6 5 

500  

500  

1 2 7 

4 0 

8 7 

4 2， 8 6 9 

金 額

3 1， 9 3 9 千円

3 1. 9 3 9 

1 00  

100  

4 2， 8 6 9 

昭和 48年度

下水道事業特 別会計

予算に関する説明書
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歳入歳出予算事項別明細書
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L 総括

歳入

款

1.使用料及び手数料

2. 繰 入 金

3. 繰 越 金

4. 諸 収 入

5. 市 債

歳 入 i口~ 計

歳出

本年度
款

予算額

千円

1. 下水道費 31，939 

2. 公 債費 1 0，830 

3. 予 備費 1 00 

歳出合計 42，86手

本 年度 予算額 前年度予算額 比 較

干円 千円 干円

13， 477 1 1， 8 9 2 1， 5 8 5 

28， 765 29，742  乙込977

500 499  

127  159 乙注ろ 2

。 4 4， 0 0 0 L:::.. 4 4， 0 0 0 

4 2， 8 6 9 8 5， 7 9 4 L:::.. 4 2， 9 2 5 

本年度の財源内訳

前年度
比 較 特 定 財 源

予算額 一般脚|
国都支出金 地方債 その他

千円 干円 千円 干内 千円 干門

78，832 ム 46，893 。 。1 7，935 1 4，004 

6，446 4，384 。 。10，830 。
5 1 6 ζ~ 416 。 。 。 1 0 U 

85，794 ム 4:2，9 2 5 。 G 28， 765 1 4，1 04 

ーも?ー
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事司 g 
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2. 歳 入
， 

， 1 

-喝

， 
、 ， 

(款 ) 1'. 使用料及び手数料 j 

'‘ 

(項 〉 1.使 用料 、

節
目 本年度 前年度 比 較

区 分 金額
説 明

千円 千円 千円 干円 干何

1.使 用 料 13，456 1 1，865 1，59 1 1下水 道 使用料 13，456 卒、下水道使用料を計上

0下水道使用料 1 3，456 

」ーι一言十 T 五~l~~ 1，59 1 I__;_----一
a 

γ 

ー一
(款使用料及び手数料 )

(款 ) 1. 使用料及び手数料

(項) 2， 手数 料
: 

前年一度一一一丁! 比 節

子目 本 年度 較

区 一数分十料~ 重金十 額一2 

』
説 明

--< 

千円 平内 干円 干円

1.手 数 料 2 1 27 乙斗 6 1.申 請手 1 
:ー 令 排水設備申請手数料を計上

0申請手数料 .._-- ーーー-一時-ーーーーー一ー2ヲ竺与=1=sSEa-園"内

計 2 1 27 乙込 6 

一一一一一一[----一一 (款使用料及び手数料)

(款) 2. 繰 入 金

(項 ) 1.繰入金

日 本年度 前 年度 比 較
区

節

分 金額
説 明

干丹 千円 千円 千円
千円

1.一般会計繰入金 28，765 29，742 ζ-::，.977 1.一般会計繰入金 28，7 65 
F 

宇 一般会計よりの繰入金を計上

o繰 入 金 28，765 
L:.. 

一 一一一 ー
言十 28，765 2呪742 ム 977 ------・ ------.‘ 

~ 

(款繰入金 )
z 

(款 ) 3 繰越金 守，

(項) 1.繰越金 ，......._ 

節
目 本年度 前年度 比 較

区 分 金額
説 明

トー 1 

千円 千円 千円 千円 千円

1.繰 越 金 500 499 1.繰 越 金 500 令 前・年度繰越金を計上

l" 0繰越金 500 

言十 500 499 ____------------ t京一夜越金)

-70ー -71-
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1 

(款) 4. 諸収入

(項) 1 預塗利 子

目 前年度 比 較
区

節

分 金額
説 明

干円 千何 千円 千円 千円

1.預金利子 40 40 。1.預金利子 40 ネ 預金利子を計上

。預金利子 40 

言十 40 40 。
一一一一一一一一~ 

(款諸収入)

(款) 4. 諸収入

(項) 2. 雑 入

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金額
説 明 二

干円 千円 干円 干円 千円

1.雑 入 87 1 1 9 ム 32 1.雑 入 87 車道路復旧費を計上

。道路復旧費 87 

計- 87 1 1 9 乙込 32 一一一一一一 ♂竺竺~
レー一ー

(款諸収入)

， 

" 
-72- -73ー



3. 歳出

(款 ) 1. 下水道費

(項) 1. 下水道費
」

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年度 比較 特定財源
一般財源

説 明

国都支出金凶方債その他 区 分 金額

千円 干丹 千円 千円 干円 千円 干円 千円
干円

1.下 ー水 道 1 9，'6 1 1 1'6，1 37 3.474 。 。17，935 1，676 2.給 料 8.884 。下水道関係の職員の給与、事務忙要する経費を計上

総務費 。絵 料 8，8 8 4 

一般職給料 7人

， 3.職員手当等 8，1 45 0職員手当等 8， 1 4 5 

4.共 済 費 866 。共済費 866 

職員共済組合負担金他
. 

&報 償 費 。報償 費'

e 科目存置， 

9. s存
、

費 ? 0旅 費 ? 

普通旅費

1 1.需 用 費 438 o需用費 438 

4、 消耗品費 137 
ιι 

消耗文具費 2 1 

消耗器材費 1 1 6 

燃料費 1 3 5 

F ガソリン代

食糧費 1 2 

会議賄費

印刷製本費 4 
‘ 

写真現像代

光熱水費 6 0 

水道料

修繕料 9 0 

自動車修理 4 0 

事務所修理 5 0 

1 2.役 務 資 60 。 役 務 査 6 0 

通信運搬費

包話料

1 3.委 託 料 647 o委託料 6 4 7 

自家用亀気設備保守委託料 120 

料金収納委託料 513 

作業員健康診断委託料 1 4 

一
-74一

(訟 下水道貸 )
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一一一十「一一一一一一ーーー 百回-- 一ー一一一 ←一一・晶 一一

、

(項) 1. 下水道費
'‘ 

本年度の財源内訳
節

目 本年度 前年度 比 較 特 λr"と~ 財 源、

園都支出金地方債その他
一般財源 区 分 金 額 説 明-

干円 干円 千円 干門 干円 干円 千円
干阿 干門

. 1 4.使用 料 及び o使用料及び賃借料

賃 z イ昔 料 自動車借よ料

1 5.工事 請 負 費 500 。工事請負費 5 0 0 

場内植樹工事
a 

1 8.備品 購 入 費 60 o備品購入費 6 0 

庁用傍品

石油ストープ 4 5 

湯わかし器 1 5 
2.下水処理費 1 2，328 62，695 ム 50，367 。 。 。1 2，328 

ス賃 金 128 。下水処理忙要する経費を計上

o賃 金 128 

除草作業人夫賃

1 1.需 用 費 6，1 1 5 o需用費 6， 1 1 5 

消耗品費 9 9 ， 

消耗器材費

燃料費 5 2 

光熱水資 ミ702

電 気 料

修繕料 8 2 7 

二階槽ス カム携枠 ポンプ修理

100 

外灯修理他 727 

医薬材料費 1， 4 3 5 

塩素他

1 2.役 務 費 36 。役務費 3 6 

手 数料

処理水々質検査手数料

1 3.委 託 料 5，838 o委託料 5，8 3 8 

汚泥運搬処理委託料 4.2 0 0 

道路復旧委託料 8 8 

汚水本管清掃委託料 1，5 5 0 

1 6.原材料費 137 0原材料費 137 

砂刺他

1 8.備品購 入 費 7 4 o備品購入費 7 4 

ー 卓上ボーノレ他
3 1，少 39 7 8，832 |ム 46，893 。 G 17， 935 1 4，00 4 I -' 一一一一一一

一-------76-
(款下水道費 )
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一一一一-一一一， c ， 一、一
ば 、

J 

J 

ー.

(款) 2. 公債費

(項) 1.公債費

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源 ヨ炉 説 明
一般財源 区' 分 金額

園都支出金 地方債 その他

干円 千円 千円 手円 干門 干門 干向 干円 干門

l.]C' 金 4，003 2，1 02 1，90 1 。 。 4，003 。 hヤ

2五償還金J利子及び 4，003 令 市債の元金償還に要する経費を計上

害リ ヲ1， 料 目。償還金、利子及び割引料 4，0 0 3 

2.利 子 6，827 4，344 2，483 。 。 6，827 。 ‘ 2 3.償還金、刺子及ぴ 6，8'27 阜 市債刺子K要する経費を計上

害リ ヲ| 料 o償還金、利子及び割引料 6，8 2 7 

言十 1 0，830 6，446 4，3 a 4 。 G 1 0，830 。 一一一一一一一

--------， (款 公債費 )
". ー、

(款 ) 3. 予 備費
ι句

(項 ) 1. 予 備費

本 年 度の財源、内訳 節

日 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源 説 明
一般財源 区 介 金額

国都支出金 地方債 そ の 他

干円 干門 干円 千円 千円 干月 千円 干門 千円

1予備費 1 00 5 1 6 ム 416 。 。 。 100 ゆ 予備費を計上

。予備費 100 

言十 1 0 0 516 ム 41 6 。 。 。 1 00 一一一一ァ

--------
• 、

(款予備費)

， 

、

， 

守，

、

-78- -79ー
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給与費明細書

予算科 目 職員数 給 与 費

款 項 特別職 一般職 報酬 絵 料 職員手当等
共済費 合計

人 人 干円 千円 干円 千円 千円 千円

1.下水 1.下水 G 7 。8，884 8，145 1ス029 866 17， 895 

道費 道費

1コL 言十 。 7 。8，884 8，1 4'5 1スo29 866 17，895 

前 年 度 。 7 G ス315 6，892 1 4，2 0 7 732 1 4，93.9 

土色 較 。 。 。1.569 1.253 2.822 1 34 2，956 

扶養手当 288干円 時間外勤務手当 8 2平内

調整手当 733 期末勤勉手当 5. 3 9 5 

職員手当等の内訳 管理職手当 23.5 宿日 直手 当 718 

特殊勤務手当 ろ 99 住居手当 1 2 6 

通勤手 当 1 6 9 

地方債の前年度末になける現在高並びK前年度末及び

当該年度末になける現在高の見込K関する調書

当該年度中増減見込額

区 分 | 前々報沫琉璃愉年度末現在高 ~当 該年 度末
| 一一一1現在高見込額

己主道事業債

干円| 千円

6 2， 1 5 4 I 1 1 6， 2 5 2 

当該年度中|当該年度中元金 a

起債見込額|償 還見込額

干fIJ

o 
干円 | 千円

4，4 5 3 I 1 1 1， 7 9 9 

-30ー

昭和 4 8年度

市立総合病院事業会計予算書
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昭和 48年度 目野市立総合病院事業会計予算

(総則 〉

第 1・条 昭和 48年度日野市立総合病院事業会計の予算は、つぎK定めるととろKよる@

(業務の予定量 〉

第 之 条業務の予定量は、つぎのとさ:?'j)とする。

(1 )病床 数

(2) 年間患者 数

入院

外来

(3) 一日平均患者数

入院

外来

(4) 主 要 左 事業

病院建物増改築工事

器械及び備品購入費

(収益的収入及び支出 〉

142床

4 4， 1 6 5人

1 3 0， 5 0 0 

121人

4 3 5 

1 0， 3 0 0千円

15，000 

第 3 条 収益的収入及 び支出の予定額は、つぎのとなPと定める。

収 入

第 1款病院事業収益 4 8 4. 7 2 3千円

第 1項医業収益

第 2項医業外収益

支

第 1款病院事業費用

第 1項医業費用

第 2項医業外費用

第 3項予備費

(期間外収入及び支出)

出

419，117 

6 5， 6 0 6 

4 8 4， 7 2 3 千円

466，277 

1ス74 6 

7 0 0 

第 5条の 2 期間外収入及び支出の予定額は、つぎのとなDと定める。

収 入

第 1款期間外収益

第 1項期間外収益

支

第 1款期間外費用

第 1項期間外費用

出

-83-

5呪448千円

5呪448

200千円

2 0 0 



(資本的収入及び支出〉

第 4 条 資本的収入及び支出の予定額は、つぎの となDと定める。

(資本的収入額が資本的支出額K対し て不足する額 34， 0 8 1千円は過年度分損益

勘定留保資金34，0 8 1千円で精でんするもの とする。)、

収 入

第 1款資本的収入

第 1項 閏定資産売却代金

支

第 1款資本的支出

第 1r.直建設改良費

第 2項 看 護 婦 准 看 護 婦 貸付金

.1千円

出

3 4，0 8 2千円

2 5， 3 0 0 

1， 2 0 0 

第ろ項企業債償還金 - ス582

(一 時 借入金〉

第 5 条 一時借入金の限度額は 8o. 0 0 0千円と定める。

(議会の議決を経左ければ流用するとと ができな い経費)

第 6 条 っき1ζ掲げる経費Kついてはとれらの経費の金額を、とれら以外の経費K流用 し、

又はこれら以外の経費をこれらの金績に流用する場合は議会の議決を給付制批ら弘、

(1 )職員の給与費 2 8 8，7 8 4千円

(2) 交際費 400 

(訪食糧費

(他会言十からの補助金)

j第 7 条 支出負担区分及び繰越欠損金補填のため、一般会計からとの会計へ補助を受ける金

8 9 

額は、 10 0，0 0 0千円である。

(たな卸資産の購入限度額 〉

第 8 条 たな卸資産の購入限度額は、 135，000千円と定める。

昭 和 4 8年 3月 8 日 提 出

日野市 長 柴古 谷

」官 4ー

昭和 48年度

市立総合病院事業会計予算

実施計画及び説明書
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収益的収入及び支出

収入

款 項 目 節 予定額 備 考

-ー

千円 干門

1.病院事

業収益
484，723 

、e

1.医業
4 19，1 1 7 

収益

1.入院収益 222，591 

， 入院収益 222，5 9 1 5，040円X 44，1 65人
，・ ・7

2.外来収益 1 80，7 4 2 

外 来 収 益 1 80，742 1，385円X 1 30，500人
トーー.-司
3.その他

医業収益
1 5，784 

室料差額収益 ス506

公衆衛生活動 集団健康診断料 2，19 8 

収 益
2，422 

予防接種料 224 

医療相談収益 2.434 人間 ドック 1，1 2 4 

個人健康診断料 830 

育児相談料 480 

受託検査施設

別用 収 益
1，730 2，884 X U 6 

、も 伝染病患者
250 

診療受託料

そ の 他

医業 収 益
1，442 容器料、文書料他

-、 2.医業外

収益
65，606 

1.受取利息

及 び 300 

配当金

預金利息 300 普通預金利息

2他会計
60，752 

負担金

他会計負担金 6 G，7 5 2 負担区分による一般会計負担金

3.患者外， 
2.99 1 

給食収益

患 者 折、
2，99 1 職員食及び付添食 33，505食

給食収益

-'8i-



款 項 目 節 予定額 イ席 考

千円 干円

4.その他医

業外収益
1，563 

.' 

不 用 品

売 却 収 益

そ の 他 電話料 1，206 ガス代 45 

医 業 外 収 益
1，562 

電気料 1 7 売庖使用料 72 

請求書売却 1 0 

滅菌業務受託料 30 

東部共立病院より補償補損金 182 

支 出

款 項 日 節 予定額 イ庸 考

干円 平内

1病院事
484，723 

業費用

1.医業
4 66，27 7 

費用 、

1.給与費 288，784 

(給料) 127，848 

医 師 給 2 4，969 医 師 1 4名

看護婦給 53，152 看護婦 6 1名

医療技術員給 1 7， 226 医療技術員 1 7名

事務 員 給 1 5，346 事務員 1 7名

労 務 員 給 1 7，1 55 労務員 2 1名
一(手当等 ) 130，700 

医師手当 38，689 扶養手当 1，998 時間外手当 4，404

看護婦手当 48，07 1 調整手当 10，943 宿日直手当 2，831

医療技手惇軒当 15，164 管理職手当 7， 5 6 0 住居手当 2，667
目、ー .~. . 噌

事務員手当 1 5，1 2 1 期末勤勉手当 7呪807
，..- 喝 骨..................・

労務員手当 1 3，655 通勤手当 2，3O 8 

特殊勤務手当 18，024 児童手当 108 

(賃金) 1 5，799 
一一・ 一一.-

医 師 給 12，856 0医師給 (外来 )耳鼻科、皮ふ泌尿器

看護婦給 1，96 1 科、脳外科 、産婦人科、小児科

医療技術員給 2 1 0 (当直 )整形外科、産婦人科
‘ ーー・ー 帽『

事 務員給 98 小児科

労 務 員 給 674 0看言語綿給、外来各診療科及び病棟看

ま強婦

-88一

一 一一
款 項 目 節

|予定てl 備 考

千円

o医療技術員給 各科技師

0事務員給事務日直

0労務員給 給食作業員

(報酬 ) 80 

委員報 酬 801 病院運営委員会委員 8名

法定福利費 12.8571共済組合負担金 1 2，703 

公務災害負担金 154 

|退職給与費 退職給与費

2.材料 費 1 2呪701

薬品 費 1107， 1581 投薬 61，567 注射薬 34，877

外用薬 三898 試薬 3，096

麻薬血液等 1，720

診療材 料費

<; 

8，4651 X線 フィ ノレム 2，926 衛生材料 730

注射器 264 注射針 620

酸素、笑気ガス 383

ガストロフィ ノレム 241

脳波心電図記録用紙 150

フィ ノレム現像定着液 197

体温計他 2，954

給 食 材料費 L_1_ 3， 250 I患者食 44，165食

医療消耗備品 I 828-1酸素流量計 (1 3台 )247 

者有用器械 17 5 、ンンメノレ(3台)79 

血圧計 35 器械台及びト レー 〈台 1，

トレ-6 ) 28 眼圧計 15 

手術用照明灯 29 注射器 トレー 25

六 ッ切及び四ツ切スホルムグランデ

(各 1) 40 処置台 29

ネプラ イザー 24 関創器外 102 

3.経費 2呪050

費
一
費
一
費

一
通
一
服

償
一交
一
被

一
費
一
員

報
一
旅
一
職

1，548 I麻酔医、特殊診療及び特殊検査医等

523 I普通旅費

505 I白衣 181 予防衣 81 看護靴 46

手術衣、下着等 73 事務服 65

看訟申書他 59

1，946 I文具費 267 カノレテ感圧紙等 452

お茶 180 ボイラ ー用清缶剤外 52

トイレy トへ」ノミ'_ 143 

石鹸等洗剤 11 2 鐙光管他 740

消耗品費

-89一



、、 消耗備品費
千円

民 !~-l=É3-T L ート14二 ιー-土一一子
添付

!
」
川
川

額

千

円

定

7

予款 ~ 目 節 備 考

保険料

建物修理 750

ボイラ 一、 給水ポンプ等修理 703

233 I医師賠償責任保険 137

建物火災保険 69

車鞠共済および自動車損害賠償任意保

険 27

2，1 64 I寝具借上料 1，542 自動車借上料 36

テレビ賃借料 36 ゼロジクス借上料 550

7，1 22 I清掃委託料三 720 胞衣処置委託料21

白衣、おむつ等洗濯委託料 1，180

フィルムパyジ測定委託料 4'8

オープンシステム往診医委託料 70

金銭登録機保守委託料 20

X線漏えい線量測定委託料 40

一雑 費

給食リフ ト保守委託料 108 

火災通報装置保守委託料 22

電話機保守委託料 108

自家用電気工作物保守委託料 14 4 

自家発電装置保守委託料 80

検査委託料 808

レセプ ト計算業務委託料 120 

竺~l 電話料 2， 57 0 切手、ハガキ 38

350 I南多摩医師会費 58

南多摩医師連盟会費 7

日本医師会費 20 東京都医師会費 22

日野医会費 36 全国自治体病院協議

会費 50 東京都自治体病院開設者協

議会費 20 放、射線技師会費 20

筒多摩地区病院事務研究会費 5

東京救急病院協会費 12

東京都薬剤師会費 7 日母、東母協会

費 2 三多摩公立病院運営協議会費10

慶大関連病院長会費 15 

日本産婦人科会費 6 南多摩産婦人科

会費 5 日野防火管理者研究会費 6

日本衛生捗査技師会費 15 

東京都衛生検査技師会費 10 

日本助産婦会費 6 関東内科学会費 7

日野保健所管内婦長会費 2

ボイラー協会費他 11 

627 I麻薬申請手数料 8

ボイラー性能検査手数料 15 

広告料 150 雑芥集収手数料 144 

医師住宅斡旋手数料 60 

解剖弔慰金 10 保育所運営補助 240

光熱 水 費

ベットサイトサーフツレ(3台 )'56 

ブラインド(3部屋 )75 

カノレテ棚 (7台 )1 33 

フィルム保管庵 29 椅子 (3台)24 

扇風機 15 ガスレンヂ 10 

幼児用食卓椅子(6組 )1 2 暗幕 30

カーテン 50 電気スタンド 10 

本欄 4 電気ポ シト 5

入院患者名札掛他 204

5，15 1 I電気料 2，241 水道料 1，500

ガン代 1，41 0 

1，266 1*'イラ}用重油 1，040 ガソ リン 164 

自家発電用重油 10 プロパンガス 30

白灯油他 22

89 I運営委員会茶菓代 5 会議賄費 4()~ . 1

招へい医師食事代 39 その他茶菓代 51

597 Iレントグン袋 186 薬袋 83

カノレテ、 封筒等 127 食券他 51 

PS版版下フ ィルム等 70

決算書 30 医学雑誌、製本代 50

費
一費

搬

一

l
F
?
 

i
;
=
 

信
一

通
一諸

燃 料 費

食糧費

印 刷製本費

修 繕 費 え203 I医療機械器具修理 工750

賃借料

委託料

交際費 400 

4.滅価

償却費
1 7， 577 

連物減価

償却費

構築物滅価

償却費

5，6 1 9 

エレベーター保守委託料 360

火災報知器保守委託料 84
J .-一一

1 66 

一少 0-
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一 一 一一
目 節 予定額 イ席 考

干円 千円

機械備品減価
1 1，539 

償 却 費

ド当一五
車 輪 減 価

253 
償 却 費

5.資 産

減耗費
20 

たな卸資産
1 0 

減 耗 貸

L 
固定資産

1 0 
除 却 費

! 研修費
1，1 45 

、

研究材料費 | 1 0 講習会テキス卜等

謝 金 | 150 講師招へい謝金

費 | 425T 耳石l図書 150 医学図書他 275図 書

旅 費 | 3 00 1研究研修出張旅費

研 究雑費 |
「ー

260 派遣医師研究費 240 講習会費 20

2.医業外 1 7，746 

費用 ，

1支払利息|

;一全主笠利息 j 史293I 
i一 時借入金 ; 1050 i 

i利 息 1

2.患者外給 I
! 2.867 

食材料堂j i l 

l患 者外給食

;材 料 費

5准看設婦i

2，867 ，患者外給食 33，505 食

養成費:

給与 費

;経

1
4雑損失

l 不用

費

p 
口口

!売 却 原 価

--i三 の他雑損失

-92-

4，534 

3，378 ?人給料 2，208 手当等 949

法定福矛IJ費 221

1，1 56 授業料 486 入学金 25 受験料 8

教科書 30 市IJ服代 60 交通費 187 

宿舎借上料 360

2 : 

主i〕 イ詣

予備費

期間外収入及び支出

収入

耳さ奇んへ 項 自 節 予定額 備 考

干円

期間外
5呪448

収益. 1.期間外
5呪448

収益

1期間外
5司448

収 益

過年度損益
39，448 

過年度入院外来収益増加額 200

修 正 一般会計からの繰越欠損金補てんの

ための補助金 39，248

文 出

款 項 目 節 予定額 備 考

千円 千円 ! 

1.期間外

費用
200 

1.期間外

費 用
200 

1.期間外

貴 用
200 

期間外 費 用 200 過年度入院外来収益減少額
帰ーーーームー
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資本的収入及び支出 F' 

収 入

毒k 項 目 節 予定額 、 備 考

千円 千円

1.資本的

収入

1固定資

産売却 、

代金 、、

1.閤定資産

売却代金
一

閤定資産

売却代金

支出

款項目 l 節 予定額 備 考

千円 干円

1.資本的
支 出 34，082 

1.建 設
改良費、、 25.300 

1.改良費 1 0，300 

工事 請負費 1 0，300 外来診療棟増設工事他

2.有形固定

資費産購入 1 5，000 

有形固定資産
購 入 費 1 5，000 超音波診断装置残光性ブラウン管制

2.看護婦

准看護 1.200 

婦貸付

金 ! 1看護婦、

! 准看護婦 1，200 

富

十 (岳護婦、准看 ; ~ '1 n n 1 ! ~護婦貸付金 1，200 i看護婦、准看護婦修学資金貸付金

I . ¥ 7，582 I 

11企業債

! 償還令 ; 1 7，582 L____L_-¥ i企業側金 [ 7~5 8 2 

-95ー
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昭和 48年度 日野市立総合病院 事業会計給与費明細書
司与

職 員 数 給 与. 

区 分
法定福汗IJ費 よEコ』 計

特 別 職 一般 職 報 酬 給 料 賃 金 手 当 言十

人 人 干門 千円 干円 千円 千円 手門 干内

8 130 8 0 127，848 1 5，799 132，200 27 5，927 12，85、7 288.784 

支弁職員 医業外費用 9 2，208 949 3，157 2 2 1 3，378 

資本勘定支弁職員 一 一 一

iロ'>. 言十 8 139 8 0 130，056 1 5，799 133，149 27呪084 1 3，078 292，1 62 

前 年 度 8 1 3 2 5 2 1 07， 880 1 1，057 1 1 4，373 233，362 1 0，920 244，282 

比 較 。 7 2 8 22，1 7 6 4，742 1 8，7 76 45，722 2，158 4ス880

扶 養手当 1，998 ，. 宿日直手当 2，83 1 千円

手当等の内 訳
調整手当 1 1，1 2 0 期末動勉手当 80，579 

管理職 手 当 ス560 住居手当 2，667 

特殊勤務手当 18，024 児童手当 1 08 

通勤手当 2，358 退職給与金 1，500 

時間外勤務手当 4，404 

‘ 

. 

-96一 -97-

、

一一一



昭和 4 8年度 昭和 47年度

目野市立総合病院事業会計資金計画 日野市立総合病院事業会計予定損益計算書(前年度) 、"

区 分 前年度決算見込 当年度予定額 増減(ム印は滅) (昭和 4 7年 4月 1白から昭和 48年 5月 3 1日まで)

千円 干阿 千円

1 医業収益 円 円 円

受入資 金 6 1 6， 0 6 1 5 5 5， 5 1 6 ム 60，5 4 5
(1)入院収益 1 8 2，4 8 7， 0 0 0 

1.事 業 収 益 3 9 2， 2 7 2 4 3 4， 5 2 3 4 2，2 5 1 (2) 外来収益 1 8 1，5 8 6，0 0 0 

2. 前年度未収金 4 0， 2 9 0 4 4， 5 0 0 4， 2'1 0 
(31 その他の医業収益 1 7， 1 0 1，0 0 0 3 8 1， 1 7 4，0 0 0 

3. 企 業 債 2 0， 0 0 0 。 ム 2 0， 0 0 0 
2. 医業費用

4. 前 戸J互t 金 800  8 0 0 。
(1)給 与 費 2 6 0.4 8 1， 0 0 0 

5. 一時借入金 1 0.4， 0'0 0 2 5， 0 0 0 ム 7史 0 0 0 (2) 材 料 費 1 2 O. 0 1 9. 0 0 0 

6. 固定資産売却代金 。 (31 経 費 2 5，939，0 00 

(削 減価償却費 13，656，000 

7. 期間外収 益 48，499  5呪 4 4 8 ζ2. 9. 0 5 1 
(5) 資産減耗費 2，000 

8. 前年度繰越金 1 O. 1 9 9 1 1，2 4 4 1， 0 4 5 (6) 研究研修費 1，085，00 0 42 1.1 8 2，00 0 

.一
医業損失 40，008，000 

支払 資金 6 0 4， 8 1 7 548，452  ム 56，365
3. 医業外収益

1 事 業 費 用 2 9 2， 0 8 1 3 1呪 5 6 4 27，4 8 3  (1) 受取利息及び配当金 344，000 
. 阜司

2. 前年度未払金 4 5， 8 5 7 36，464  ζご〉 9. 3 9 ろ (2) 他会計負担金 50，1 74，000 .， 

3. 貯 蔵 品 9 5， 0 6 7 1 0 2， 3 4 2 7， 2 7 5 
(3} 患者外給食収益 3，373，000 

(4) その他医業外収益 2，207，000 56，098，000 
ー.

4. 建設改良 費 3 5， 7 0 0 2 5， 3 0 0 ム 10， 4 0 0 
'‘ 当年度総利益 16，090，000 

5. 看護婦貸付金 。 1， 2 0 0 1， 2 0 0 

6 企業債償還金 ス1 1 2 ス58 2 470  
4 医業外費用

ー (1) 支払 利息 9.463，000 

7. 前受金返済 800  8 0 0  G . 
(2) 患者外給食材料費 3，2 90，00 0 

8. 一時借入 金 返 済 128，000  5 5， 0 0 0 ム 73，0 0 0 (31 准看護婦養成費 3， 33 5，00 0 

9. 期 間 外 費用 200  2 0 0  (4) 雑 t員 失 2，000 16，090，000 

当年度純利益 。

差 ヲ| 1 1， 2 4 4 ス0 6 4 乙込 4. 1 8 0 

-98- 一99一



~B和 4 7年度 日野 市立総 合病院

資 産 の 音日 負 債 の 部

1.固定資産 円 円 円 4. 流 動負債 円
円| 円

( 1) 有形固定資産 ( 1) 一 時借 入 金 30，000，000 

イ) 土 地 5，597，512 5，59 7，5 1 2 (2) 未 払 金 36，464，000 

建 物 1 8 5， 1 1 8， 0 0 0 。)前 戸Jι， 金
800，000 

建物減価償却引当金 ム 26，078，275 1 59，03呪725 (4) 預 、り 金
10，000 

構 築 物 2，653，56 1 流動負債合計
6 7， 2 7 4，O~0~Jl 

構築物減価償却引当金 ム 405，440 2，248，1 2 1 負債合 言十 67， 274，000 

器 械 備 ロEコロ ?呪 070，176 

器械備品減価償却引当金 ム 38，362.1 53 60，7 08，0 23 資 本 の 宰E

ホ) 車 鞠 1，1 45，000 5. 資 本 金

車縮減 価償却引当金 ム 562，000 583，00 0 ( 1) 自己資本金 i 0 2. 7 7 5， 7 2 6 

有形固 定 資 産合計 2 2 8， 1 7 6， 3 8 1 (2) 借 入資本金

(2) 無形固定資産 イ) 企 業 債 1 4 4，8 3 0， 0 0 0 1 4 4，8 3 0， 0 0 0 

イ) 電 話 方日 入 権 1 01，508 1 0 1，508 資本金合計
24ス605，726 

無形固定資産合計 1 0 1，508 

(3) 投 資 6. 剰 余 金

イ) 投 資 有価証券 100，000 100，000 (1 )資本剰余金
. . 

投 資 企ChI 計 1 00，0 00 イ) 国 庫 ネ雨 助 金 6，.9'4 1， U 00 

固定資産合 計 228，377，889 ロ) 都 ネ南 助 金 6，94 1，000 

受贈財産評価額 5 1 5，400 

2. 流 動 資 産 資本剰余金合計 14，397，400 

(1 )現金預 金 1 1，244，0 0 0 (2) 欠 損 車入

(2) 未 収 金 45，0 0 0，000 イ) 当年度未処理欠損金
。

(3) 貯 蔵 口E口I 5，368.0 00 ロ) 繰越欠損金年度末残高 3史247，237

流動 資 産合計 6 1，6 1 2，0 0 0 当年度純利益
。

~ 

欠損金合計 39，247，237 

3. 繰 延 勘 定 剰余金合計
ム 24，849，837 

(リ前払費 用 40，000 資本合
222，755，，889 

繰 延勘 定 合計 40，000 

資 産 iロ::.. 言十 290，02訊889 負債・ 資 本合計
29O)029.889. 

‘- -司ーー
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昭和 48年度 目野市立総合病院事業
会 計予定貸借対照表(当該年度)

(昭和 4 9年 5月 3 1日)
資 産 の 部

負 債 の 音日
1.屈定資 産 円 円| 包 円

4. 流動負債 円 円 円
( 1) 有形固定資産

(1 )一時借入金 。
イ) 土 地 5，597，5 1 2 5，59 7，5 1 2 

(2) 未 払 金 45，0 0 0，00 0 

ロ) 建 物 1 9 5， 4 1 8， 0 0 0 
(3) 前 戸主ζ主 金 800，000 

建 物 減 価 償 却引当金 ム 31，697，2 75 1 6 3， 7 2 0， 7 2 5 
( 4) 預 り 金 1 0，000 

構 築 物 2，653，56 1 
流動負 債 合 計 45，8 1 0，000 

構築物 減価 償却引当金 ム 405，600 2，2 4 7，9 6 1 
負債 合 言十 45，8 1 0.0 00 

器 械 備 品 1 1 4， 0 7 0， 1 7 6 

器械備品減価償却引当金 ム 49，896，756 64，1 7 3，4 2 0 
資 本 の 部

ホ) 車 軒 1，1 4 5，0 0 0 
5. 資 本 ノ~

車車両減 価 償却 引当 金 ム81 5，0 00 330，0'00 
(1 ) 自 己 資本金 1 0 2， 7 7 5，7 2 6 

有形固定資産合計 2 3 6， 0 6 9， 6 1 8 
(2) 借 入 資本金

(2) 無形固定資産
イ) A人L 業 債 137，248，000 137，248，000 

イ) 電 話 力日 入 権 1 0 1，5 08 
資本金合計 2 4 0， 0 2 3， 7 2 6 

無形固定資産合計 1 0 1，508 

(3) 投 資
6. 剰 余 金

イ) 投資 有価証券 1 0 0，0 0 0 
(1 ) 資本 剰 余金

ロ) 看護婦、准看護婦貸付金 1，2 0 0，0 00 1，30 0，0 0 0 
イ) 国庫補助金 6，94 1，00 0 

投資 合計 1， 3 00，00 0 
都 補 ， 助 金 6，94 1，000 

固定資産合計 237， 47 1.1 2ψ 
受贈財産評価額 5 1 5，400 

2. 流動資産

(1 )現金預金 スo64，0 00 

(2) 未 収 金 50，0 0 0，0 00 

(司貯 蔵 品 5，656，00 0 

資本剰余金合計 1 4，39 7，400 

(2) 利益剰余金

イ ) 繰越利益剰余金 。 、

ロ) 当年度純利益 。
利益剰余金合計 。

流動資産合計 62，7 2 0，000 
剰余金合計 1 4，397， 400 

3. 繰 延勘定
資 本 ぷ口』 言十 254，4211 26 

(1 )前 払 費 用 40，000 

繰延勘定合計 40，000 

資 産 ぷ口~ 言十 3 0 0，2 3 1， 1 2 6 
負債 ・資本合計 3 0 0，2 3 1， 1 2 6 
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昭和 48年度

水道事業会計予算書
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陥和 48年度 日野市水道事業会計予算

(総' 則〉

第 1 条 昭和 48年度目野市水道事業会計の予算は、次K定めるととろKよるの

(業務の予定量 )

第 2 条 業務の予定量は、 次の とがりとする。

1.給水戸数 2 8， 3 7 5戸

2.年間総配 ‘水 量 9， 9 5 8， 6 45m3 

3~ 一日平均給水 量

4. 主要在る建設改良事業

27， 283m3 

第 5期拡張事業

(収益的収入及び支出 〉

第 3 条収益的収入及び支出の予定額は、炊のとなタと定める。

収 J 入

第 1款 水道事業収益

第 1項営業収益

第 2項営業外収益

支

第 1款水道事業費

第 1項 官業費 用

鵠 2項営業外費用

第 5項予備費

(資本的収入及び支出)

第 4 条 資本的収入及び支出の予定額は、次のと :;b~ .!?と定める。

(資本的収入額が資本的支出額K対して不足する額

3 0 2， 6 3 5千円

3 0 1， 6 2 2 

1， 0 '1 3 

出

3 8 5， 6 1 0千円

2 7 1， 7 3 7 

1， '1 3， 3 7 3 

500 

5 3， 7 4 3千円は過年度分損益勘定留保資金 13， 7 2 9千円及び当年度分損益勘定

留保資金 40， 0 1 4千円で補でんするものとする。)

J 収 ， 入

第 1款資本的収入

第 1項企業債

第 2項出資金

第 3項負 担金

支 出

4 3 2，9 5 2千円

3 9ス000

15，000 

2 0，9 5 2 

第 1款資本的支出

第 1項建設改良費

第 2項償還金

486、695千円

4 5 3，8 1 0 

3 2， 8 8 5 
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(企 業債)
." .. . 

第 5 条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のと:i>"j)と定める O

起債の目的

限度額

起債の方法

利率

建設改良資金K充てるため0 ，

397， 000千円

普通貸借又は証券発行

ス5%以内

償還の方法 起債のときから据置期間を含めて 30年以内K元利均等額また

は、元金均等の償還をするO ただし融通条件または企業財政の

都合KよD償還年限を矩縮し、若しくは繰上げ償還または低利

K借D替えする ζ とがある。

(議会の議決を経左ければ流用するととができ左い経費)

第 6 条 次K掲げる経費Kついては、とれらの経費の金額を、 とれらの経費のうち他の経費の

金額K若 し(はとれら以外の経費の金額K流用し、をたとれら以外の経費を とれらの

経費の金額K流用する場合は議会の議決を経左ければ左ら左L、。

1 職 員 給 与 費 119.426千円

2 法定福利 費 6，2 7 6 

3.交際費 200 

(一時借入金)

第 7 条 一時借入金の限度額は、 50.0 0 0千円と定める。

(た左卸資産購入限度額)

第 8 条 た左卸資産の購入限度額は、 32， 7 5 9千円と定めるo

昭和 48年 5月 8日 提出

日野市長 古 谷 柴

‘ 
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水道事業会計予算実施計画及び説明書
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収益的収入及び支出

収入

款 項 自 節 金額 備 考

(1 )'J(1道事 千円 千円

業収益
3 02，635 

( 1)営業収益 30 1，6 2 2 

( 1)給水収益 244，085 

水道料金 2 44，085 既設分 754円X25，1 7 5件X 12ヶ月

=227，783 

新設分 自然、増 2，500件

宅造その他 700件 16，30 '2 

(2)受託工事

収 益
5 1，45 3 

新設工事 50，894 新設自然増 2，500件 48， 750 

収 益 分譲住宅 700件 2，1 44 

修繕工事 457 修繕工事 65件 357 

収 益 量水器桝取替 4 0件 52 

止水栓僅取替 30件 48 

改良工事

収 益
1 02 改良工事 85件

(3)その他

営業収益
6，084 

手数料 4，547 材料検査手数料 2，8 1 2 

設計手数料 819 

工事検査手数料 8 1 9 

施設管検査手数料 97 

負担金 900 四ツ谷下土地区画整理地内給水管布設

工事

料金特別 487 生活保護世帯等水道料金減免

措置補て 一般会計補てん金

ん金

雑収入 150 配水本管き損損害金

(2)営業外
1，0 1 3 

収 益

(1 )受取別息 500 

預金利息 500 定期預金受取利息

(2)徴 収
512 

受託料
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冒

自 ゐ1入tiてj 

金 引二
千円

法定福利資 刻、短期掛金事務費及び地災保険

工事詩負費 750 四ツ谷下区画整理地内給水管布設工

事

被服費 54 作業衣等被服貸与支局J程に よる被服購

入費

備消品費 390 消火栓用ホース他

委託料 1 4，669 掘削委託料(給水管取出 し工事 )

燃来~費 2 1 発電機用ガソ 1)ン他

印刷製本費 107 青写真代他

修繕費 1 0 0 機械工具修理

路面復旧費 2，445 市道、都道路面復旧費

材料費 2 0，1 77 新設 ・改良工事材料費

(4)総係費 54，845 

給 料 1吹791 2 1名分

手当等 1 7，91 6 調整手当他

賃 金 180 1名 6ヶ月

法定福利費 1，980 長鮮、短期掛金事務費及び地災保険

旅 費 330 管内管外旅費

退職給与金

被服費 331 作業ズボン等被服貸与規程Kよる被

服購入費

備消品費 1，338 事務用文具消耗品及び害庫、机 、椅

子等備消品購入費

自動車、バイク 、ガソリン購入賞'

燃料 費 5る2 暖房用自灯油購入費

光熱水費 192 ガス代

|一|印通一信刷製運搬本費費
1，1 57 納入通知書、検針票等印刷代

804 電話料及び各種通知書郵送代

一 一
電算委託料 4，070 

委託料 8，493 ¥水道問収委託料 84"6 

検針業務委託料 1，356 

庁舎密備委託料 1，272 

健康診断委託料 102 

口座振替等委託料 847 

手数料 32 電波枚至近料及びし尿くみ取手数料

賃借料 299 水道管布設K伴う借地料及び鉄道根

断用地借地料
トー
修繕費 744 自動車、バイク、 串務用機械器具笥

修繕興
ー一一一一一一一一一一ー一

戸-iiTi1二;

文出

遂
金 -石寸 備 一 一弓一一一一一

節目項

干円

H2J』寸ート l:::;:!
ー一一ート一一一一

料
一等
一慎
一
費

一
当
一概
一服

山

一
一

定一

一
給
一
手
一

法
一
被

び

費

及

に

水

ヱ

原

浄 1 0 2，1 39 

1 9名分

調整手当他
一

長期、短期掛金事務費及び地災保険

作業衣等被服貸与規程Kよる被服購

入費

埜光管等各浄水場使用消耗品購入費

者日分水購入費 848，455m3 

各水源電灯料及びプロパン購入費

各浄水場用ポンプ運転日誌印刷代 I I 

電気工作物保安委託料 1，20 0 

|その他 418 

修 繕 畳 I 920 I塩素滅菌検分解修理他 I I 

i [争力費 I35，737 I各浄水場及桃源動力費 一一I I 

I I薬品費 I 1，026 I液体塩素

I (2)配水及び I 1 " _ " " _ I 
1 '-'J-IL一二二 I I 1 5，1 1 0 I I I 

! 給水費 I I 一一

468 

水費 1 6，1 2 1 

熱水費 46 

印刷j製本費 1 08 

委託料 1，618 

1 0名好

調整手当他

長期、短期掛金事務費及び地災保問

給料

i手当等

法定福利蛍

備 梢 品 費

1----+万γ 蚕
(3)受託

工事費

ス241

6，186 

725 

1 70 

788 

4呪641

09 

残留塩素測定器他

配水管、給水管修繕材料

給料 5，4

手当等 4，978 調整手当他

一 一一|一 一一一一一一_____l一一一 一一一 一一ーム l 一一一ー一一一一一一一一ード一一
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j免‘ ，日.

款 項 目

，
 

‘
 

，
 

節

研修費

交際費

食糧費

会費負担金

保 険 料

金額 備 考
千円

“!実務協議会等職員研修費

20 o I管理者交際費

7o I会議等賄費

50 I日本水道協会及び関東支部会会費負

担金

309 I自動車、バイク保険料

強制保険料 1 48， 

任意保険料 85 

建物共済損害保険料 76 

50，000 

50，0・00

(5)減価

償却費

有形固定資

産減価償却

費

2 

トー

固定資 産

除却 費

たな卸資産

滅 耗 費

1 1 3，373 

、、

l!!'!'|lii.!t 

予備 費

113，298 

1 04.7 1 5 

Z208 I日本住宅公団支払利息

1，375 I一時借入金利息

75 

75 I自動車重量税

500 

500 

500 

一十 4ー

千円

ー一

ーー

一

資本的収入及び支出 ー

収 入

i 

産

費一も

息
Z
京
什

J
4
A
 

一同

外

用

業贈

費

款 項 自 節 金額 イ庸 ニJ弘ラ

(資1) 本的
千円 干門

収入
432，952 

(1 )企業債 397，000 

( 1)企業債 397，000 

企業債 397，000 

(2)出資金 15，000 

( 1)出資金 1 5，000 

出資金 1 5，000 日野台地区配水管切替工事K伴う一般

会計負担金 5，000 

その他一般会計出資金 1 0，000 

(3)負担金 20，952 

(1)負担金 20，952 

負担金 20，952 一般会計(消火栓分) 8 6個 8，1 70 

都市計画四ツ谷下区画整理地内配水本管

布設負担金 2.1 62 

都市計画神明上区画整理地内配水本管導

水管移設負担金 6，520 

大成プレハフ・三沢造成地内配水本管布設

負担金 2，400 

ニチモプレハフ'第 3コーポ建設に伴 う隔

調lメーター購入負担金 200個 1，7001 

一 て115-



款 項 目 節 金額 4庸 考

干内 千円

備消品費 380 発電機 1台 120 

排水ポンプ 1台 1 1 0 

複写機 1台 1 50 

( 4)総係費 1 5，3 7 7 

給 料 ス212 7名分

手 当 等 6，957 調整手当他

法定福利費 722 長野、短期掛金事務費他

伸、消品費 86 フィノレム、演!J景杭等建設関係備消品購

入費

印刷製本費 90 写真現像引伸並び青写真代

原材料 3 1 0 ギオウレトジョイント等工事用材料費

(2)償還金 32，885 

(1 )償還金 28，940 

企業債 28，940 大蔵省、金融公庫、縁故債償還冗金

償還金

(2)借入金

償還金
3，945 

借入金 3，945 日本住宅公団への償還冗金

償還金

'"""""11 6- -t 17一



品a・h 邑---':.'[・
町 一一一 E 一一一一一一 -・・ ~~r・一--圏「喧・「ー司冒~.-..---曲-"-~_...--・ι ・

~ 
一一ー _.ーー

1 
t 

1 

給 与 費 明 示田

一一
職 貝 数 給

与

区 分
特別職 一般 職 報 酬 給 料

賃 金 手当讐

損益勘定支弁職員 。人 5 7人 。 55，51 7 
180 4 

資本勘定支弁職員
一一一~ト一 。。 7 。 7.2 1 2 

ぷ日h -日t 。 6 4 。 62.729 
1 80 56， 

前 年 度
一一一トー。 5 2 。 48，855 

1 1 3 4 4， 

比

、.

較 。 1 2 。 1 3，874 
67 1 2，0 

扶養手当 1，242 通勤手当 1，004 
曹. 時間外勤務手当 4，5.7 

手当等の内訳 調整手当 5，290 特殊勤務手当 840 
管理職手当 2，1 0 

期末動勉手当 40，890 ー
-ー.

-11 8一

， 

ーー一一「 一一一一一一 4・・』ーー『司唱ー ー・ 一月--

主主
巨ヨ

与

等

史740

6，957 

，003 

2 

5 

(単位千円)

法 定
メEコb、 言十

言十 福利費

1 05，437 5，554 1 10.99 1 

1 4，169 722 1 4，89 1 

1 1矢606 6，276 1 25.882 

93， 662 4，872 98，534 

25，944 1，40 4 2ス348

住居手当 756 

--:-119-



官 官

昭和 48年度 日野市水道事業賃金計画 昭和 47年度 目野市水道事莱予定損益計算書

(単位円)

区 分 前年度決算見込額 当年度予定額 増 滅
←一一

(昭和 4 7年 4月 1日より昭和 4 8年 3月 3 1日まで)
(単位円)

戸Jι， 入 資 金 1，2 1 9， 1 6 6，0 9 0 9 1 7， 3 4 6， 7 6 9 ム 30 1，8 1 9， 3 2 1 1.営業収益

1 事 業 収 益 2 5 9， 0 7 1， 0 0 0 2 4 1，5 7 1， 0 0 0 ム 17，5 00，000 
~ I I 

( 1) 給 水収益 2 3 1，0 8 6，0 0 0 

2 前年度未 収金 4呪093，873 9，70 0，00 0 ム 3矢393，87 3 
(2) 受託工 事収益

(3) その他営業収益

6 1，03 1，0 00 

15，745，000 50ス862，000

3. 一 時借入金 G 1 5，00 0，0 0 0 1 5，000，0 0 0 

4. 前 戸~ 金 46，43 2，0 00 50，894，0 00 4，462，000 2. 営業費用

5. 企 業 債 5 5 8， 0 0 0， 0 0 0 4 5 2， 0 0 0，0 0 0 ム 10 6， 0 0 0， 0 0 0 ( 1) 原水及び浄水喪 7 1，47 4，00 0 

6. 出 資 金 3，00 0，000 1 5，00 0，0 0 0 1 2，0 0 0，0 00 
(2) 配水及び浄水費 1 2，063，00。
(3) 受 託 工 事費 ちス 362，0D 0 

7. 負 担 金 35，1 9 2，000 20，9 52，0 0 0 ム 14，240，0 00 
(4) 総 係 費 5 1，097，000 

8 前年度繰越金 268，377，217 1 12，22呪769 ム 15 6， 1 4 7， 4 4 8 (5) 滅 イ町償却費 48，，835，000 

支 払 資 金 1， 1 0 6， 9 3 6， 3 2 1 9 1 5，3 0 1， 0 0 0 ム 19 1， 6 3 5，3 2 1 (6) 資産減耗費 5，42玖000 2 4 4， 2 6 0， 0 0 0 

1 事 業 費 23呪994，000 2 9 2，75矢000 52，7 6 5，00 0 
営業収益

63，る 02，000

2 前年度未 払金 2 0 1， 2 4 4，3 2 1 20，69呪000 ど~1 8 0， 5 4 5， 3 2 1 
3. 営業外収益

5 預 り 保証金 1，000，00 0 4，2 1 0，00 0 3，2 1 0，0 00 (1 )受取刺息 6，500，000 

トー一一一一

4 貯 蔵 ロEコロ 39，39 5，0 00 32，75矢000 L:2. 6，636，000 (2) 徴収受託 料 499，000 

5 建 設 改 良費 5 9 5， 5 6 8， 0 0 0 53 1，98呪000 ム 63.S 7矢000
(3) 雑 収 入

当年佐総利益
70，8 i 1，000 

27 0，00 0 ス269，000

6. 企業債 償 還金 26，035，0 00 2 8，940，000 2，90 5，000 

7. 借入金償還金 3，7 0 0，0 0 0 3，945，0 00 24 5，0 0 0 4. 営業 外 費 用

差 ヲ| 1 1 2，22呪769 2，0 4 5，7 69 ム 11 0， 1 8 4， 0 0 0 (1 ) 支 払 別 息 9 1，2 65，000 

(2) 雑 支 出 48，000 91，3 1 3，000 

当年度梢損失
20，4日主立_Q_

-120ー -121-
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H白井口 4 7年度 日f野 市水道事業

資

1.固定資産

(1 ) 有形固定資産

イ土 地

ロ立 木

建 物

建物減価償却 引当金

一 構築 物

構築物減価償却引当金

ホ.椴椀及び装置

機械及び装置紙価償却

引当金

へ 車輪運搬 具

車軌道術具減価償却引 16

当金

h 工具器具備品

工具器具備品減価償却

引当金

チ:建設仮勘定

有形固定資産合計

(2)投資

イa その他投資

投資合計

固定資産合計

2，流動資 産

(1 )現 金 預金

イ， 預

(2) 未収金 i 

イ営業未収金 |

(3) 貯蔵品 ! 
イ.原材半

ロ.量水

(4) 前払 賞用

イ 未経過保険

流動資産合

産 の

ユ_Q_Z_旦旦主三立三
2，625，84 1 

65，634，760 

107，803，982 

2，625，84 1 

ム，__1，J_]_ム旦III 61，46五733

1， 4 0 3， 9 0 7， 3 9 1 

ム 152，980，423 ! 1， 2 5 0， 9 2 6， 9 6 8 

287，110，059 

ム“， 230， 34~ ! 220，87呪714

IJ'-t 

器 i

料;
言十 i 

合計 iL 資産

4，75呪800

1~2，950 

八
い

2，9 9 6，850 

3，35史785

562，994，00 Q_ I _26:2，99 4，000 

2， 2 1 3， 0 5 0， 8. 7 3 

金

-12:-

299，426 

29司4261，

11 2，2 29，7 6~ I 1 1 2，22矢769

_J.._]_エム主ユム

え91 2，79 6 

1，7 1 4，8631 

44，47 4 

史77 4，6 7 3 

5，627，659 

44，474 

，2 1 3， 3 5 0， 2 9 9 

127，676，572 

予 定貸借対照表

昭和 48年 5月 3 1日 (単位円)

負 債 の 音E
3. 固定負債

(1 ) その他固定負債

イ長期借入金 1 1 1，8 50，6 1 5 1 1 1， 8 5 0， 6 1 5 

固定負債合計 ' 1 1 1，8 5 0， 6 1 5 

4. 流動負債

( 1) 未 払 金

イ.営 業未払金 19.198，000 

ロ その他未払金 1，5 0 1，00 0 20，69ヌ000

(2) 前 戸Jζ" 金

イ.営業前受金 3，565，02 1 3，565，02 1 

(3) その他流動負債

イ 預 り 金 1，3 26，1 7 5 

ロ，預 り 保証金 1 2，632，000 13，958，175 

流動負債合計 38， 22 2，1 96 

負債 合計 1 5 0，0 72，8 1 1 

資 本 の 音E
5. 資 本 金

(1) 自己 資本金 157，466，150 

(2) 借 入 資本金

イ.企 業 債 1，563，88呪71 4 1，563，88呪71 4 

資本金合計 1，7 2 1，3 55，864 

6 剰j 余 金

( 1) 資本剰余金

イ，受 除財産評価額 1，7 1史356

ロ.工 事負担金 431，86ス999

資本剰余金合計 433，58ス355

(勾刺益剰余金

イ.披債積立金 3，820，000 

ロ.利 益 積 立 金 50，9 00，00 0 

ハ.当年度未処分刺益剰余金

繰越矛iJ益剰余金年度末残高 1，732，844 

当年度純損失 20，442，000 1 8，70呪156 

利益剰余金合計 3 6，0 1 0，844 

剰余金合計 ~主主98， 199

資本合計 2， 1 9 0， 9 5 4， 0 6 3 

負債、資本合計 2. 34 ム旦~.JU.A...
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昭和 48年度 日野市水道事業 予定貸借対照表

1 固定資産

( 1) 有形固定資産

イ‘土 地

口立 木

建 物

建物減価償却引当金

ニ構築 物

構築物減価償却引当金

ホ 機 械及 び 装 置

機械及び装置減価償却

引当金

へ車 鞠運搬具 I 4，75史800

車軒運搬具減価償却引|ム 2，3' 50;2 7 5 

負 債 の

口
μ

一
1

-

ziv
一

日
川
一

5

一

年

一

円

γ

一

A
『

一

v
〉

nμ

一目立
ロ

t
京
什
一

，I
I
-

M
H

一

(単位 円)

資 産 σ〉 部

2，40 9，525 

3 国 定 負債

(1) その他国定負債

4 長期借 入 金

固定負ー債 合計

4. 流動負債

(1 )一 時借 入 金

イ一 時借入金

。) 未払 金

イ.営 業 未 払 金

ロそ の 他 未払金

(3) 前受金

イ 営 業 前 受 金

(4) その他流動負債

イ. 預 り 金

口 預 り保 証 金

流 動負債 合計

負債合計

資

1 0 7， 9 0 5， 6 1 5 I 107，905，6 1 5 10ス803，982I 1 0ス803，9 82 

2，625，8411 2， 6 2 5，8 4 1 1 0 7， 9 0 5，6 1 5 

1 0 6， 2 2 4， 7 6 0 

ム 4，843，9 9~. I 1 0 1， 3 8 0， 7 6 2 

1， 8 2 0， 3 1 1，3 9 1 

ハ187，38ヌ4之111，63 2，9 2 1， 9 6 9 

4 0 4， 5 9 3， 0 5 9 

1 .5， 0 0 0， 0 0 0 I 1 5，00 0，000 

22，1 72，00 0 

1，537，000 23，7 0呪000

3，565，02 1 3，565，02 1 

1，326，1 7 5 

呪748，1.75

52，022，1 96 

__1_5よ主:l~

本 の 音E

6JUl.Q_三ι土旦ヱ13 2 4， 5 6 6， 6 5 2 

当金

ト.工具 器 具 備 品 I 5，5 7矢530

工具器具備品減価償却 16 _1，3 74， 38 ~I 3，2 0 5，1 42 

引当金

元 建 設 仮 勘定 I~ 5 五 1 4 6， 00~I~33， 1 4 6，000 

有形回定資産合計

(2)投資

イそのー 他 投資 1 I _2?史 426

投 資 合 計-

固 定 資産合計

2 流動資産

2，7 08，35史299

金

資 本 金

資本 金

業債

資本金 合計

6 剰 余 金

(1 ) 資 本 剰 余 金

イ，受贈財産評 価額

ロ工 事負担金

資本剰余金合計

(2)刺益剰余金

イ. 紘 債 私立金

ロ.利益 私 立金

ハ・当年度未処分利益剰余金

当 年 度純損失 182，4 7 5，0001 ~ 2， 47 5，0 0 0 

利益剰余金合計 1 1 Iム46，4 6 4，1 56 

剰余金合計 I I I 1...1o a 07 5.1 9 ~9 

資本 合 計 I I I ロ，567，491，q土3

」ー 負債、資本合計 1 1 I .2 . 7 _包j=1J?!._~.!~

5. 資本

(1 ) 自己

(2)借入

イ. 企

2，7 0 8， 0 5 9， 8 7 4 

1 7 2， 4 6 e-， 1 5 0 

2?吹426 1986，94矢71 4 1'1，9 8 6，9 4矢71 4 

2，15玖41 5，864 

(1 )現金 預金

イ 預 金| 2，04 5，7 691 2，0 4 5，769 

(2) 未 収 金

イ， 営 業 未 収 1 0， 2 4 4， 6 7 31 1 0，2 44，6 73 

(3) 貯 E主 口E口3 

イ 原 材 5，00吸796

ロ.量: 水 1，7 1 4，8_6 31 6，72 4，659 

(4) 前 払費 用

イ 未経 過 保険 料 44.4 74 44，4 74 

流 動資産 合 計 1 9，05吸57J_

資 産 i仁〉1、
一ーーーー..J_

-1 ?!-

1，7 1呪356

452，81 9，999 

454，53ヌ3・55

3，820，000 

32，1 90，84 4 
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昭和 48年度

農業共済事業特別会計予算書
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昭和 48年度 日野市農業共済事業特別会計予算

(総則〉

第 1 条 昭和 48年度日野市の農業共済事業特別会計の予算は、次K定めるととろKよる。

(収益的収入及び支出)

第 ..3 条収益的収入及び支出の予定額は次のとなD定める。

収 入

，科 目 農作物共済勘定 蚕繭共済勘定 家蓄共済勘定

第 1款共済事業収益 864干内 186千円 695干門

第 1項事業収益 820 168 695 

第 2項事業外収益 44 1 8 。

支 出

科 目 農作物共済勘定 蚕繭共済勘定 家蓄共済勘定

第 1款共済事業費用 864千円 186千円 695平内

第 1項事業費用 864 1 86 695 

第 2項事業外費用 。 。 。 63 . 
第 5項予備費 。 。 。 1 5 

(一時借入金〉

第 4 条一時借入金の限度額は、次のとまr!}定める。

農作物共済一時借入金 200平岡

蚕繭共済一時借入金 5 0 

家蓄共済一時借入金 2 0 0 

業務勘定一時借入金 500 

(他会計からの補助金)

第 5 条 農業共済事業実施のため一般会計から補助を受ける金額は、 57 7千円である。

昭和 48年 5月8日 提出

日野市長 古 谷 策

-1 29一
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昭和 48年度

農業共済事業特別会計予算

実施計画及び説明書
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収入支

総、 括 収

科 目
農 作物 蚕

共済勘定 共済

第1款共済事業収益 864千円 1 8 < 

第 1項事業収益 82u 168 

' 第 2項事業外収益 44 1 8 

支

農作物 蚕
科 目

共済勘定 共演

第1款共済事業費用 864千円 '1 8 ~ 

第 1項事業費用 864 1 8'6 

第 2項事業外費用 。 。
一

第 5項予備費 。 。

繭
定
一
円

勘
一
好

繭
定
一
円

勘
一
併

出予算実施計画

入

家畜
合|備共済勘定 業務勘定| 総 考

695千円 ろ，289千円 5.034千円

695 3，268 4.951 
。 21 83 

出
一

家畜
合|備 考共済勘定 業務勘定 総

695千円 3，289千円 5.034千円

695 3，21 1 4.956 。 63 63 
。 1 5 1 5 

-1 33ー
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収 ナ-.JlLそLご 的 収 入 及 ひ 支 出
農作物共済勘定

第 1款農作物共済事業収益 収 入
夢、 目 節 予定額 説 明

事 業 収益 820千円 千円

農 作物共済勘定 4 8 1 { (引受収量x1 kg当り共済金額)x基準共済掛金率}一国庫負担金

水稲共済掛金 ー
425 

陸稲共済掛金 4 6 

麦 共 済 掛 金 1 0 

2. 農 作物交付金

水 稲 〆デで、 付 金 連合会より 国庫負担額一保険料総額
3. 農 作物保険金 333 国庫負担額十納入保険料

水 稲 保 険 金 305 

陸 稲 保 険 金 2 1 

麦 保 険 金 7 

4. 農作物責任準備金戻入 5 一 麦 責 任 準 備 金民入 5 昭和 48年産
2 事業 外 収益

4 4 一句

業務勘 定受入 4 4 

業 務勘定受入 4 4 

計 8 6 4 

第 1款農作物共済事業費用 支 出

項 自 節 予 定 額 説 明トーーー
-事業費 用

8 6 4千円 千円
一一トー-農作物保険料 1 9 紙、共済掛金一(国庫負担額+手持掛金 )

‘水
トーー}

稲 保 険 料 。
>-. 嶋一←一

!陸 稲 保 険 料 1 7 
ー-|一一ー一

1麦 保 険 料 2 
J 卜-

2 農作物共済金 ;
時 一

引受収量X1kg当り共済金額×基準共済掛金率836 

水 稲 共 済
ーー

金 764 

陸 稲 共 済 金 5 4 
ーー"トー

麦 共 済 s人z 1 8 
ー---卜『ー

3 農作吻責任準備金繰入 f一6子49 一一 一ー戸"卜一一一
麦責任準備金繰 入

レー/ト~ー
昭和 49年度農家負担共済掛金一保険料

言十
一/、』‘『司胆

-134一 -135-



蚕繭共済勘定

第 1款蚕繭共済事業収益

項

1 事業収益

自

ー一一~，-__c一， 一一
ー-・-百-曲司且且圃圃圃圃晶宇ー----T一ー~~ーー一軍一一ー冒

収
B 

入

官目 予定額 説 明

1 6 8千円 千円

済掛金 4 共済金額×農家負担率
一一

春蚕繭共済掛金

初秋蚕'繭共済掛金

晩秋蚕繭共済掛金 2 

険金 1 6 2 (農家負担共済掛金+国庫負担共済掛金)x 9 09ら

春 蚕 繭 保 険 金 8 1 

初秋蚕繭保険金 2 7 

晩秋蚕繭保険金 5 4 

事もどし金

蚕繭受取無事もどし金 昭和 45年~昭和 47年

どし積立金

司ト一一一一

蚕繭無事もどし積立金戻入
E 

1 8 

定受入 1 8 

業 務 勘 定 ~ζ L 入 1 8 

1 8 6 

-ー・

支 出
トー

節 予定額 説 明
一

1 8 6千円
ド『 千円

険料 4 

仁
(農家負担共済掛金)+ (国庫負担共済掛金 )X90%一国庫負担掛金

一一
春 蚕 繭 保 険料

一
初秋蚕繭保険料

十一
トーー

晩秋蚕繭保険料 2 ;--司、

済金 1 8 0 トー』 農家負担共済掛金+国庫負担共済掛金

春 蚕 繭 共 済金 9 0 トーー 司ーーーー、1

初秋 室 長 繭 共 済 金 3 0 
トー一

晩秋蚕繭共済金
一トーー

6 0 
1トーーー

もどし金 2 
卜~ー

蚕繭無事もどし金 2 
』ーも一一 昭和 45年~昭和47年

ト

1 8 6 、『

-1 3 6~ --137-

一ι 一一一一一一一 一一一一一一 一一ー一一一一一←，~一一一 一一 一一 ' 

1 . 蚕 繭 共

2. 蚕 繭 保

3. 蚕繭受取無事

4 蚕駒無事もど

2. 事業外収益

1.業務勘定

計

第 1款蚕繭共済事業費用

|項 i一 目

1 事業費用

1 . 蚕 繭 保

2 蚕 繭 共

3. 蚕繭無事も

計



----. 

家畜共済勘定

第 1款家畜共済卒業収益 収

一 -j一 一」 一 目--_j 節 一ーア亨 定額
J 事業収益 I ----------1 6 9 5平日

入'

説
明

千円

ι ~ 豆共済掛全ー-
乳牛共済掛金

1 8 9 保険料一国庫負担

金
一
金

険
一
険

保
一
保

廃
一
傷

死
一
病

牛
一
牛

i
t
U

一'
l
u

同

Z
J
一
辺
寸

川
市
一
山
一
山
一
山

共済金額×死廃部分掛金率

共済金額×病傷給付限度率 ・

ト一一一一一-
2 家 畜 保 険金

計

第 1款 家畜共済事業費用 支 出

目 宣行 予定額 説
明

トー

695千円
千円. 

家畜 保険 料 1 8 9 

死 廃 病 傷 保険料 189 共済掛金と同額
トー

2. 家 畜 共済 金 506 

死 廃 共 済 金 2 0 0 保険金 と同額

病 傷 共 済 金 306 保険金と同額

言十 6 9 5 
」

-1 S9一
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莱務
靭 定第 1款業務事業収益

一 項 -上-j ! 節 |予定額| 説
" 一一一←一
I~ヒ霊登笠益二『上一一一___l~__ 1己示百百

目 ¥ーι竺堕き助金L__ 13， 

l 園都支出金 ~ 53 . -~1 国 2，4 4 0 

1-- _j一般会計繰入金 J 577 

I 2.賦 諜金| 、 I. 1 38 

収 入
第1款 業務事業費用

支明 出

項 目 節 予定額 説 明

1.事業費用 3，211千円
干円

1.支払賦課金 64 

支払事務費
水稲 28 蚕繭

賦
64 陸稲 2 家畜 1 1 

謀 金
麦 2 加入者割 20

2.一般管理費 2，882 

絵 、 料 1，352 職員 1名

手 当 等 983 職員手当等

報 酬 68 運営協議会委員

賃 金 94 共済連絡員

法定福利費 1 34 共済費事務費

旅 費 1 36 
運営協議会委員 68 職員 15 

損害評価会委員 53

通信運搬費 20 郵便料

... 印刷製本費 35 決算書、各伝票、報告用紙等

備消品費 30 共済新聞、月刊紙、その他消耗品等

会 議 費 30 運営協議会、食糧費等

3.普及推進費 1 0 

事業奨励金 .1 0 養蚕酪農組合、奨励費

4.損害評価費 225 

報 酬 1 23 評価会委員

会 議 費 40 損害評価食糧費

賃 借 料 1 5 損害評価 自動車借上料

賃 金 47 評価員

5.負担金 30 

関係機関負担金 30 

2事業外費用
地一

63 

1.支払刺息

借入金利息

2事業勘定繰入 62 

農作物共済勘定 44 

繰入. 
蚕繭共済勘定繰入 1 8 

‘ ーー

3.~予備費 1 5 

1.予 備費
ー

1 5 

言十 3，289 -同回目

一一一一一一 一=

千F

者s 1'1 3 

引受面積x1 0アサレ賦課金

水稲 1 2，0 0 0 x 5 0 6 0 

陸稲 90.0 x 50 4 

麦 700X50 3 

蚕繭 30箱X 60 1 

家畜共済金額

2，040，000 X .1 % 20 

前年度戻入 、ー 50 

事

賦
務

課

費

金
138 

‘ 

一2事業外収益

1受取利息

2.雑収入 一

雑 入

一一一一=(計 3.289 

-14-;ー
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始和 48年度 日貯市農業共桝号喜美計画

区 分 事 項 摘 要 区 分 事 項 摘 要

事 業 主E延ヨL
、 オ 保 険 金 額 81，000円

農 作物共済 カ 共 済 持ト 金 額 1.980円

(1 )水 稲 共 済 ア ヲ| }浮ζe 戸 数 500戸

イ ヲ| 戸Jι， 面ー 積 1 2，000 a 

ウ 号| 戸Jι， 収 量 273，000 kg 

コニ kg当 り 共 済金 額 1 00円

ケ)農家 負担 額 900円

， (ィ)国 庫 負担 額 1，080円

キ 保 険 料 702円

ク 受 取無事も どし金 326円

オ 共 済 金 額 2ス3.00，0 00円 ケ 無事も どし積立金戻入 38円

カ 保 険 金 額 26，841，360円

キ 共 済 提} 金 額 982，800円

(2) 初秋蚕繭共済 ア ヲl 戸Jι， 戸 数 ろ戸

イ ヲi 戸Jι， dキ-百チで 数 5箱

{ァ)農家 負 担 額 425，553円 ウ 箱当 り 共済金額 6，000円

(イ)国 庫 負 担額 55ス247円 エ 共 済 金 額 30，000円

ク 保 険 料 0円 オ 保 険 金 額 2ス000円

ク J千 て~ 付 金 327円 カ 共 済 掛 金 額 900円

(2) 陸 稲 共 済 ア 号| 戸Jι主 戸 数 90戸 〈ア)農家 負担額 450円

イ ヲi 戸Jιl 面 手責 900 a (ィ)国庫 負担額 450円

ウ ヲ| ~ι L 収 量 1 0.7 0 okg 

コ二 kg当 り 共 済金額 1 00円

キ 保 険 料 360円

「ア 受 取 無 事 も どし 金 326円

ト一一

オ 共 済 金 額 1， 070，000円 ケ 無事もど し積立金戻入 38円

カ 保 険 金 額 1， 03ス900円

キ 共 済: 控} 金 額 1 1ス700円

(3) 晩政蚕繭共済 ア ヲl 戸JιL F 数 5F 

イ ヲl 戸JιL 不hチ自で 数 1 0箱

一tァ)農家 負担額 46，021円 ウ 箱 当 り共済金額 6，000円

r---

(イ)国庫 負担額 71，679円 コ二 共 済 金 額 60，000円

ク 保 険 料 1 6，489円 オ 保 険 金 額 54.000円

(3) 麦 共 済 ア ヲ| 戸JιL 戸 数 70戸 カ 共 済 掛 金 額 ろ，48 0円
ー

イ ヲ| 戸主主主~ 面 積 700 a tァ)農家 負担額 1，680円

ウ ヲ| 戸Jι， 収 量 1 4，200 kg (イ)国庫 負担額 1， 800円

エ kg当 り 共済金額 40円 キ 保 険 料 1，332円

オ 共 済 金 額 568，000円' ク 受取無事もど し金 326円

カ 保 険 金 額 55ス435円 ケ 無事もどし積立金戻入 37円

一ー
キ 共 済 接| 金 額 22，1 52円 3 家畜共済 ア ヲl 戸ムtら 戸 数 6戸

け)農家 負担額 1 0，279円

(イ)国庫 負担額 1 1，8 73円

イ ヲ| 戸Jι.. 頭 数 59頭

「一日乳 牛 59頭

ク 保 険 料 1，077円 ウ 共 済 金 額 2，040、000円

2. 蚕繭共済 コニ 共済 掛 金 額 37ス400円

ー
(1 ) 春蚕繭共済 ア 号i 戸JιZ 戸 数 8戸 ケ)農家 負担額 1 88，7 00円

イ ヲ| 戸;:i<.ー 箱 数 1 5箱 (イ)国庫 負担額 1 88，7 00円

ウ 箱当り共済金額 6，000円 オ 保 険 料 1 88.7 00円

| エ 共 済 金 額 90，000円 職員計画 損益勘定所属人員 1名

-1 43ー
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給 与 霊安 ' 
明 来同 蓄

款 職 貝 、数 給
与 費

項

特別職 一般職 報酬
給料 手当等 言十

共済事業費用 事業費用 1 6 ( 0)人 1 (ム 1)人
一 1， 352 千円 ヲ83千円 2，526 1 91千円

1に21訟
言十 1 6 ( 0) 1 (ム 1) 1， 352 983 2，526 1 91 

前 、年
度 1 6 2 1，821 1，396 3.325 

1 08 

比 較 。 ム4・69 ム413 ム 799ム 1 83 
、.

調 整 手 当 1 09千円
住 居 手 当 1 8 千円

手当 等の内訳
通 勤 手 当 30 

期末勤勉手当 809 

. 

時間外勤務手当 1 7 
.. 

、

.、

、唖

. 、2 

' 

→44- -''1 45--

-ヨ阜--唱聞圃-四-圃司開
-ーι ーーー一一一一一

( )蓄は対前年度比較増減

法定福利費 計合

千円 1 34千円 2.660千円

1 34 I 2.660 

1 83 I 3.508 

ム49 I ム848



日野市農薬共済亭美予定貸借対照表 (当該年度 )
陥和 48年反

区 分
農 作物 蚕 繭 家 畜

業務勘定 総合

共済勘定 共済勘定 共済勘定

流 動資 産 円 円 円 円 円

-一

(1期金預金
。 。 。553，000 553，000 

流動 資産計
。 。 。553，000 553，000 

資 産 合計
。 。 。553，000 553，000 

2 流 動 負債 一一トーー

(1 )未 主ム 金
。 。 。200.000 200.000 

(2)業 務繰延残金
。 。 。50.000 50.000 

(3)責 任 準 備金
。 。 。 呪000 9，000 

流 動 負 債 計
。 。 。2 5~え 000 25引000

負 債 合計
。 。 。25史000 25呪000

3. 資 本

(1 )剰 余 金
。 。 。294.000 294，000 

負 債資 本合計
。 。 。55.3，000 553，000 

円

日到ア市長室ラ辰夫険事美予定王国、益計算著

(農作物共桝皆j定 )

昭和 48年 3月 31日)

円

(昭和 49年 3月 31日)

円

588.000 

1.000 

793，000 

(昭和 47年 4月 1日

農作物交付金業務勘定受入

農作物保険金

向制 47年皮

農作物共済掛金

益収業事

日野市農莱共済事業会計負金計画

区 分 前年度決算見込額 当年度予定額 増 滅

戸Jι- 入 資 金 6，994.000円 5.78ス000円 ム1，20ス000円

一一
受 取 補 助 金 2，962，000 3，1 30.000 1 68，0 00 

賦 謀 金 84呪000 1 38，000 ム 711， 000

』戸ι2， 取 矛リ J患 20.000 20.000 。
ーー

雑 入 1， 000 1，000 。
事業勘定 借 2，059，000 1， 745.00 (l ム 314.0 00 

ト トー

繰 越 現 金 1， 1 03，0 00 753，000 ム 3'5 0.000 

支 払 資 金 6，241，000 5.234.000 ム1，00ス000
ーー

支 払 賦謀 金 6ス000 64，000 どと込 3，000 
一

一 般 管 理 費 3，486，000 2，882，000 ム 604，000

普 及 推進費 1 0，000 1 0，000 。
損害評 価 費 181， 000 225.000 44，000 

負 担 金 30.000 30.000 。
支 チヰ 利 J息 1， 000 1， 000 。
支 払 拠 出金 。 。 。

一-
未 払 金 350.000 200，000 ム 150，000

事業勘定繰 入 4，000 62，000 58，000 

事業勘定貸 2，05矢口00 1， 745.000 ム 314，000 

予 イ庸 費 53，000 1 5，000 ζ2注 38，000 

差. ヲ| 753，000 553，000 ム 200，000
」

陥和 48年反

1，39 2，000 1 0.000 
農作物責任準備金戻入

事業 外収 益2. 
ろ，0003，000 

業務勘定受入

用費業事3. 

1 6，000 
農作物保険料

1，370.000 
農作物共済金

ム三ム旦旦9，000 

-1 lト7一

農作物責任準備金繰入金

当年度純刺益
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定動仇
開宍繭一変

骨一一回算

)

計

日

益

引

円

損
月

定
日

予
か

業
U
M

事

院

円

済
w

共
，

北
一
木
川

農

月

市

4

子

年

入

ぽ

引

金

涙

「

仁

日

し

三

f

t

 

f

w

金
金
一
い
晶
化

展

(

益

掛

一

事

孔

益

』

平

済

E
無

も

足

μ

収

共

保

取

事

収

7

2

商

稿

受

無

外

業

譲

目

繭

繭

室

、

口

L

蚕

蚕

蚕

蚕

業

イ

不

華

事

陥

円
え000

1 5.000 

4.000 

___1Q旦旦 2ス000

業務勘定受入

5 事業費用

蚕鵡保険料

蚕繭共済金

蚕繭無事もどし金

当年度純利益

断日 47年度 目野市際共済事莱予定強益計算事てみ共同定)

7 事業収正昭和47年 4月 1日~昭和48年切り日)
円 凶

家畜共済掛金 1' o~nnn 門

家 畜保険金 44;iii 656300 
2 事業費用

家畜保険料 1 93，000 

家畜共済金 44 3， 0 0 0 _.Q 3 6，0 0 0 
当年度純利益

陥和 47年反 ;日野市農業共済挙業予定損益言明書(主務勘定)
(昭和 47年 4月 1日 ~ 昭和 48年戸月 31日)

事業収益
円 円

受取補助 金 2 

賦課金 問;;;W1000
2 事業外収益

受取利息

雑収 入

3 事業費用

支払賦課金

一 般管理費

普 及推進費

損害評価 費

負 担金
4 事業外費用

支払利息

事業勘定繰 入

5 予備費

当年度純利益

_j_Jl_Q_Q_ 1，000 

6，000 

7ス000

_5JL♀旦 28，000 

円

円

20，000 

1，000 21，000 

6ス000

3，4 8 6，0 0 0 

1 0，000 

181，000 

?立主_()__Q_♀ 3，774，000 

'" 0 0 0 

--W♀♀ー

立辺立2
5.000 

」ムヰωι

_. 48-

、l

陥利 47年度 目安了市農業宍治等莱予定貸佑対Rq示(前年度)

(昭和 48年 5月 31日)

農作物 蚕 繭 家 畜
区 分

共済勘定 共済勘定 共済勘定
業務勘定 総合

流動資産 円 円 円 円 円

(1)現金 預金 。 。 。 753，000 753，000 

流動資産計 。 。 。 753，000 753，000 

資産合計 。 。 。 753，000 753，000 

2 流動負債

(1 )未 払 金 。 。 。 350，000 350.000 

(2) 業務繰延残金 。 。 。 50，000 50、000

(3 )責任準備金 。 。 。 史000 9，000 

流動負債計 。 。 。 409，000 40呪000

負債合計 。 。 。 40虫000 409，000 

3. 資 本

(1 )剰 余 金 。 。 。 344.000 34へ000

負債資本合計 。 。 。 753，000 753，000 
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